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役場などの連絡先
◆役　場
　☎（574）2211（代表）・FAX（574）3750（総務課）
◆各課等（ダイヤルイン）
　総　務　課 …………………☎（574）2211
　出　納　室 …………………☎（574）2212
　住　民　課 …………………☎（574）2213
　福　祉　課 …………………☎（574）2214
　施　設　課 …………………☎（574）2215
　企　画　課 …………………☎（574）2216
　産　業　課 …………………☎（574）2217
　農業委員会 …………………☎（574）2218
　議会事務局 …………………☎（574）2222
　教育委員会（教育課）  ………☎（579）5801
　　　　　　（図書館） ………☎（579）5802
◆支所・出先機関・町内関係機関
　大津支所 ……………………☎（575）2021
　こどもプラザとよころ ……☎（574）3931
　保健センター ………………☎（574）3141
　給食センター ………………☎（574）4600
　社会福祉協議会 ……………☎（574）3143
◆地域情報通信基盤施設の故障受付窓口
　NTT 東日本データセンタ ☎ 0120（860）023
　〔24 時間 365 日受付〕

ホームページ
豊頃町 http://www.toyokoro.jp/
豊頃町社会福祉協議会
　http://toyokoro-shakyo.com/

発　行　豊頃町
　　　　〒 089‐5392
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　　　　豊頃町議会運営委員会

豊頃町の人口と世帯

9 月 30 日現在（前月比）
住民基本台帳に基づく

人口 3,218 人（－１）
　男 1,547 人（　０）
　女 1,671 人（－１）
世帯　1,491 世帯（－１）

町内の交通事故

平成 29 年１月１日
～ 10 月 10 日（前年比）

交通事故死ゼロ 828 日
発生 ３件（＋１）
死者 ０人（　０）
傷者 ３人（＋１）

１1 月号
No.634

今月の表紙

豊頃中学校文化祭で
行われた３年生の合
唱の様子です。中学
校最後の文化祭を一
生懸命盛り上げ、楽
しんでいる様子がう
かがえました。

目次 CONTENTS
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04 所得税および復興特別所得税の予定納税（第 2期分）
の納税をお忘れなく

05 消費税のお届出はお済ですか？

06 事業主（給与支払者）の皆さまへ
 個人住民税の特別徴収の指定についてのお知らせです

08 国民年金からのお知らせ
 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます

09 はるにれは見ていた「豊頃中学校文化祭」ほか

13 豊頃の魅力を知る

14 新しい「まごころ通信員」を紹介
 弾道ミサイル落下時の行動について

15 駐在だより「冬山の遭難防止」ほか
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26 補正予算の主なもの

27 平成 28年度各会計の歳入歳出決算を認定
28 一般質問

30 委員会レポート①

31 委員会レポート②

32 委員会レポート③ ・議会コラム・第 5回臨時会

33 意見書・抗議決議・議会広報研修会参加
 相馬市議会、滑川市議会副議長来町・議会日誌

役場だより─────────────────
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 主な施設の行事予定　ほか

──────────────────────
裏 とよころカレンダー

告知　「ヒグマに注意！」

 　「公衆トイレの冬期間閉鎖について」

変
わ
ら
な
い
日
常
の
中
に
あ
る
感
動
を

９
月
１
日
か
ら
「
地
域
づ
く
り
推
進
員
（
※
）」
と
し
て
着

任
し
た
鎌
本
さ
ん
。

豊
頃
町
へ
来
る
前
は
、
看
護
師
や
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
※
）、
営
業
と
し
て
働
き
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
地
域
づ
く
り
推
進

員
」
も
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
」
仕
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
治
験

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
の
中
で
培
っ
た
人
と
の
接
し
方
な

ど「
私
の
経
験
が
豊
頃
町
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
話
し
ま
す
。

鎌
本
さ
ん
は
「
地
域
づ
く
り
推
進
員
」
と
し
て
勤
務
す
る

一
方
で
、
地
域
の
方
々
と
接
点
を
多
く
持
ち
た
い
と
、
月
曜
日

と
水
曜
日
の
午
前
中
に
町
立
豊
頃
医
院
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。豊
頃
町
へ
来
て
良
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、

「
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
と
の
生
活
の
違
い
に
「
た
く
さ
ん
の
人
に
関
わ
れ
る

こ
と
や
心
地
良
い
疲
れ
の
中
で
眠
れ
る
」
と
話
し
、「
空
が
青

く
て
広
い
。こ
ん
な
に
空
を
見
上
げ
る
こ
と
は
、ず
っ
と
な
か
っ

た
と
思
う
」
と
、
以
前
の
暮
ら
し
を
振
り
返
り
ま
す
。

鎌
本
さ
ん
が
豊
頃
町
へ
来
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
「
豊

頃
男
子
」
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
一
の
町
食
試
食
会
（
主
催
・
豊

頃
町
総
合
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
）」
で
食
べ
た
豊
頃

野
菜
の
お
い
し
さ
に
心
か
ら
感
動
し
、
今
年
１
月
に
開
催
さ
れ

た
「
移
住
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
主
催
・
同
協
議
会
）」
へ

参
加
。
そ
こ
で
豊
頃
男
子
の
メ
ン
バ
ー
と
会
話
を
重
ね
る
う
ち

に
、
彼
ら
の
前
向
き
な
姿
勢
や
町
を
も
っ
と
良
く
し
て
い
き
た

い
と
い
う
強
い
思
い
を
知
っ
て
、
自
分
が
し
て
き
た
経
験
が
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
は
と
、「
豊
頃
町
で
働
い
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
そ
う
で
す
。

　

い
つ
か
は
「
生
産
者
と
消
費
者
を
も
っ
と
近
く
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
」
と
話
す
鎌
本
さ
ん
。「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
、

町
で
生
産
さ
れ
る
物
の
大
半
が
大
手
企
業
に
行
く
ば
か
り
で
、

身
近
に
あ
る
﹃
お
い
し
い
﹄
と
言
っ
て
も
ら
え
る
感
動
を
、
生

産
者
の
皆
さ
ん
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
︙
。

﹃
お
い
し
い
﹄
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
い

う
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
は
町
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
鎌
本

さ
ん
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
気
付
け
な
か
っ
た
町
の
魅

力
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Profi le　かまもと　まり
兵庫県出身。特技は柔道。
二段の黒帯で、背負い投げが得意。
趣味は洋裁。

地域づくり推進員

鎌本 真理

10 月 2 日、豊頃男子セミナーで笑顔を見せる鎌本さん。いつで
も笑顔でいる鎌本さんの周りは笑顔がたえません。来月号から、
地域づくり推進員の活動報告を紙面で紹介する予定です。

（※）地域づくり推進員とは…
「地域おこし協力隊」といわれ、豊頃町では、地域の課題やニー

ズの解決に向けた活動をはじめ、地域プロモーションや人材育成
に関する業務を行います。

（※）治験コーディネーターとは…
治験（製薬企業などによって開発された新薬を実際の薬として使
用するために必要な臨床試験）の際に、医療機関スタッフや患者、
製薬企業とのコミュニケーションを図り、円滑に試験を進めるた
めにサポートする仕事です。

クローズアップ　Toyokoro Peopleクローズアップ　
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予
定
納
税
と
は

　

前
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基

準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
、
そ
の
予
定
納
税
基
準
額
の
３
分
の
１
相
当
額

を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
１
期
分
）
と
11
月
（
第
２
期
分
）
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
「
予
定
納
税
」
と
言
い
ま
す
。

（
注
）
平
成
29
年
分
の
予
定
納
税
基
準
額
に
つ
い
て
は
、復
興
特
別
所
得
税
額
相
当
額
を
含
め
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

納
付
す
る
金
額

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
平
成
29
年
分
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
第
２
期
分
の
金
額
が
納
税
す
る
額
で
す
。

予
定
納
税
額
お
よ
び
そ
の
計
算
の
詳
細
は
、
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
の
減
額
申
請

　

廃
業
、
休
業
ま
た
は
業
況
不
振
等
に
よ
り
、
平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）
の
現
況
に
よ
る
平

成
29
年
分
の
「
申
告
納
税
見
積
額
（
年
間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税

額
）」
が
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
「
予
定
納
税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見

込
ま
れ
る
場
合
、
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（「
予
定
納
税
額
の
減
額

申
請
書
」
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
に
も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
）。

（
注
）
平
成
29
年
分
の
予
定
納
税
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
額
相
当
額
を
含
め
て
計
算
し
ま
す
。

第
２
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を
す
る
場
合
は
、
平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
※
に
必
要
事
項
を
記
載
し
た
上
、
十
勝
池
田
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
で
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
承
認
、
一
部
承
認
又
は
却
下
の

い
ず
れ
か
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

税
務
署
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
額
の
納
付

～ 

納
付
に
は
便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

～

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
２
期
分
）
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

問合せ先 　十勝池田税務署　☎ 015（572）2171

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

納
付
期
間　

平
成
29
年
11
月
１
日
～
30
日

※
土・日・祝
日
は
、
金
融
機
関
お
よ
び
税
務
署
の
窓
口
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

　

納
期
限
の
最
終
日
（
平
成
29
年
11
月
30
日
（
木
））
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
。
納
期
の
最
終
日
の
前
日
ま
で
に
預
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、平
成
29
年
１
月
か
ら
振
替
納
税
の
領
収
証
書
が
送
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
振
替
納
税
の
領
収
書
送
付
取
り
や
め
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
方

　

納
期
の
最
終
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
納
税
地
の
所
轄
の
税
務
署
の
納
税
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
２
期
分
の
納
付
税
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
送
付
し
た
バ
ー
コ
ー
ド

付
納
付
書
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
納
税
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
電
子
納

税
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
の
手
続
に
つ
い
て
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

消費税の届出はお済みですか？

問合せ先 　十勝池田税務署　☎ 015（572）2171

■■■ 新たに課税事業者となる方 ■■■
個人事業者の方で、新たに課税事業者（消費税の申告・納付が必要な方）となる場合には、納税地の十

勝池田税務署長に「消費税課税事業者届出書（基準期間用）」を提出する必要があります。

○　平成 30 年分において課税事業者となる方
平成 28 年分（基準期間）の課税売上高が 1,000 万円を超えている場合には、平成 30 年分は消費税の課

税事業者に該当します。
※平成28年分（基準期間）の課税売上高が1,000万円以下であっても、平成29年1月1日から6月30日までの期間（特定期間）の課

税売上高が1,000万円を超えている場合には、平成30年分は消費税の課税事業者に該当します。この場合、納税地の十勝池田
税務署長に「消費税課税事業者届出書（特定期間用）」を提出する必要があります。なお、特定期間における1,000万円の判
定は、課税売上高に代えて、給与等支払額の合計額によることもできます。

平成 28年
（基準期間）

平成 30年
（課税期間）

平成 29年
（特定期間）
1/1 ～ 6/30

課税売上高 1,000 万円超 課税事業者

課税売上高 1,000 万円以下 課税売上高等
1,000 万円超 課税事業者

■■■ 簡易課税制度の選択 ■■■

・基準期間における課税売上高が5,000万円以下の方は、簡易課税制度を選択することができます。
・平成30年分から簡易課税制度を適用して申告する方は、平成29年12月31日までに、納税地の十勝池田税

務署長に「消費税簡易課税制度選択届出書」を提出する必要があります。

○　簡易課税制度とは
課税期間における課税売上げに係る消費税額に、事業区分に応じた「みなし仕入率」を掛けて計算した金

額を課税仕入れ等に係る消費税額とみなして、納付する消費税額を計算する制度です。
※簡易課税制度を選択された方は、事業を廃止した場合を除き、2 年間以上継続した後でなければ選択をやめることはできません。

なお、選択をやめる場合には、やめようとする課税期間の開始の日の前日までに、納税地の十勝池田税務署長に「消費税簡易
課税制度選択不適用届出書」を提出する必要があります。

■■■ 注 意 事 項 ■■■

・課税事業者の方は、消費税法に基づく帳簿の記載が必要です。
・一般課税で申告される方（簡易課税制度の適用を受けない方）は、課税仕入れ等の事実を記録した帳簿

および請求書等の両方の保存がない場合、仕入税額控除の適用を受けることができません。

※消費税の届出や、帳簿の記載方法等について詳しくお知りになりたい方は、国税庁ホームページ（www.
nta.go.jp）をご覧いただくか、電話相談センターをご利用ください。電話相談センターのご利用は、十
勝池田税務署へお電話いただき、自動音声にしたがって番号「1」番を選択してください。

※「消費税課税事業者届出書」や「消費税簡易課税制度選択届出書」等の各種届出書は e-Tax でも提出でき
ます。詳しい手続については、e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）でご確認ください。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
消
費
税
の
届
出
は
お
済
で
す
か
？

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
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個人住民税の特別徴収に関するＱ＆Ａ 個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

給
与
の
支
払
者
で
あ
る
事
業
主
が
、
給
与
所
得
者
で
あ
る
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
（
市
町
村
民
税 

十 

道
民
税
）
を
徴
収
（
天
引
き
）
し
、
従
業
員
が
お
住
ま
い
の

市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
は
個
人
住
民
税
の
税
額
を
計
算
す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん

　

個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は
市
町
村
が
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
が
税
額

を
計
算
し
た
り
、
年
末
調
整
す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
が
給
与
支
払
報
告
書
等
に

基
づ
き
税
額
計
算
を
行
い
、
各
給
与
支
払
者
へ
住
民
税
額
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
給
与
支
払
の

際
に
そ
の
税
額
を
特
別
徴
収（
天
引
き
）し
、各
市
町
村
へ
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
大
変
便
利
な
制
度
で
す

　

各
従
業
員
の
皆
さ
ま
が
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
や
市
町
村
窓
口
に
出
向
く
手
間
を
省
く

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

年
12
回
に
分
け
て
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
の
で
、年
４
回
（
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

納
付
書
に
よ
り
納
め
る
場
合
に
比
べ
て
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
す
み
ま
す
。

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
の
皆
さ
ま
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
指
定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す

問合せ先 　役場住民課住民税係　☎（574）2213問合せ先 　役場住民課住民税係　☎（574）2213

特別徴収の事務のながれ

　

市町村

２．税額の計算 　　　　　　　　　

事業主

特別徴収義務者

４．給与から税
額を徴収（6月～）

　　　　　　　　

従業員

納税義務者

１．従業員がお住まいの市町村へ給与支払報告書を提出していただきます。（1 月 31 日まで）
２．市町村が従業員ごとの個人住民税額を計算します。
３．事業主の皆様に、特別徴収していただく税額をお知らせします。（5 月 31 日まで）
　　※所得税の源泉徴収のように税額の計算や年末調整などの手間はかかりません。
４．6 月以降、毎月の給与の支払の際に、税額を徴収（天引き）していただきます。
５．税額の徴収（天引き）後、通常通り従業員の皆様に給与の支払い。
６．徴収（天引き）した税額は、翌月 10 日までに市町村へ納入していただきます。
　　納入（払込）先は、各市町村の指定する金融機関等へ。
　　※従業員が常時 10人未満の場合、申請により年２回の納期にすることもできます。

北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
と
管
内
の
市
町
村
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
の
特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
の
皆
さ
ま
に
、
順
次
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　　1．給与支払報告書の提出

（1 月 31 日まで）

　　　3．特別徴収税額の通知

（5 月 31 日まで）

　　　6．4 の税額を納入

（翌月 10 日まで）

　　　3．特別徴収税額の通知

（5 月 31 日まで）

　　　5. 給与の支払い

Ｑ１ 今まで特別徴収していなかったのに、なぜ、今更特別徴収しなければいけないのですか。
Ａ１ 地方税法第３２１条の４及び各市町村の条例の規定により、原則として、所得税を源泉徴収してい
る事業主は、特別徴収義務者として従業員の個人住民税を特別徴収しなければならないとされています。
したがって、これまでも特別徴収していただく必要があったものです。
地方税法の趣旨に沿った適切な課税と徴収を行うためですので、ご理解願います。

Ｑ２ すべての従業員（アルバイト・パートを含む）を「特別徴収」しなければならないのですか。
Ａ２ 従業員が、前年中に給与支払いを受けており、かつ当年度の当初（４月１日）において給与の支払い
を受けている場合は、原則として特別徴収の方法によって徴収することとなっています。従って、アルバ
イト・パート等の従業員の方であってもこの要件に当てはまる場合は特別徴収をすることとなります。

Ｑ３ これまでは従業員の希望で「特別徴収」と「普通徴収」を選べたと思いますが、何か制度が変わり
ましたか。
Ａ３ 地方税法及び各市町村の条例で、原則として所得税を源泉徴収している事業者の方は、従業員の個
人住民税の特別徴収をしなければならないこととされています（地方税法第３２１条の４及び各市町村の
条例）。特別徴収制度は以前から定められており、制度が変わったのではありません。

Ｑ４ 従業員から普通徴収にしてほしいと言われているのですが。
Ａ４ 法定要件に該当するすべての事業者を特別徴収義務者として指定しますので、従業員が個々に徴収
区分を選択することは認められていません。

Ｑ５ 従業員が退職や休職をしたときはどうすればよいですか。
Ａ５ 従業員の方に異動（退職、休職等）があったときは、給与所得者異動届出書を各市町村に提出する
こととなります。

Ｑ６ 特別徴収の納期限までに納入できないとどうなりますか。
Ａ６ 事業主が特別徴収した徴収金は、あくまでも従業員からの預かり金ですので、納期限までに納入す
る義務があります。納期限を経過し、税金を滞納した場合は事業者の方に滞納処分を執行される可能性が
あります。

Ｑ７ ４月１日現在は在職していませんでしたが、その後就職した従業員がいる場合、途中から特別徴収
に切り替えることはできますか。
Ａ７ 対象となる従業員が事業者を通じて１月１日現在の住所所在地の市町村にその旨をご連絡いただけ
れば、途中からでも特別徴収に切り替えることができます。

Ｑ８ 新たに特別徴収を行うためには、どのような手続きをすれば良いのですか。
Ａ８ 市町村へ「給与支払報告書」を提出する期限である１月３１日までに、各市町村の税務担当課へご
連絡ください。市町村ではこの連絡を受け、５月３１日までに特別徴収税額通知書等をお送りしますので、
６月から翌年５月までの給与支払時に特別徴収（天引き）して納めていただくことになります。

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
及
び
各
市
町
村
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
所
得

税
と
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 ▽

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
の
皆
さ
ま
へ
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国民年金からのお知らせ
　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶

者
や
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。（
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。　

　

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後

納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３

年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

や
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か

ら
は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納

制
度
を
利
用
し
不
足
し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な

ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
（
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

―
―
―  

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！  

―
―
―

問合せ先 　帯広年金事務所（帯広市西 1 条南 1 丁目）☎ 0155（65）5003
　役場住民課戸籍年金係　☎（574）2213

控除証明書専用ダイヤル
… ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル …

< 専用ダイヤル電話番号 >
℡０５７０（００３）００４　（ナビダイヤル）

※自動音声でご案内します。自動音声に従って「３」を押してください。
※通話料金は一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。ただし、携帯電話等の場合は

通常の通話料金がかかります。
※０５０で始まる電話でおかけの場合は、「０３（６６３０）２５２５」へお電話ください。こちらの番号

からおかけになる場合は通常の通話料金がかかります。

< 受付期間 >
平成２９年１１月１日（水）～  平成３０年３月１５日（木）

< 受付時間 >
●月曜日～金曜日　８：３０～１９：００

※祝日、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。
●第２土曜日　９：００～１７：００

国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
に
つ
い
て
」

　9 月 30 日、豊頃中学校で第 42 回文化祭が開催
されました。生徒らによる司会進行のもと、吹奏楽
部の演奏に始まり、ステージ企画、学級発表、合唱
コンクールなどでステージを盛り上げました。
　なかでもステージ企画では 11 組の生徒たちがそ
れぞれ、ダンスや歌などのパフォーマンスで競い合
いました。また、サプライズで教員らの合唱がある
など、たくさんの内容で観客を楽しませていました。
　生徒たちが作成した作品展示や学級制作した貼り
絵、縁日も行われたほか、校内には生徒たちのこれ
までの学習の様子などがわかるものも多く、保護者
らも興味深げに見学していました。

豊頃中学校文化祭

豊頃男子、「いもコジ」で意見交換

　9 月 28 日、「若者の活力を活かした総合プロモー
ション事業」の一環として、第 2 回目の「いもコジ」
がはるにれ友遊館で行われました。今回初めて豊頃農
協女性部の方々も会に参加し意見交換を行いました。
　10 月に東京で開催される「太陽のマルシェ」と
いう直売会への参加に向けて、ジャガイモの品種や
価格帯などについて、昨年参加した豊頃男子のメン
バーを中心に意見交換をしました。女性ならではの
意見を取り入れつつ具体的な内容を詰めることがで
きました。このほか FM-JAGA のＤＪや大谷短期大
学非常勤講師などを務める栗谷昌宏氏を招き、言葉
による円滑なコミュニケーションについて学びまし
た。

10 月 5 日、大津小学校で平成 29 年度豊頃町学
校教育研究大会が開催されました。

1・2 学年による算数と 6 年生による社会の授業
が公開されました。1・2 学年ではタブレットを使
用して、足し算や掛け算を学び、6 年生は戦争と人々
の暮らしをテーマに、スカイプを通じて広島市の原

爆体験者の方から講
話を聞きました。講話
を聞いた児童からは

「教科書にないことが
知れた」と感想が聞か
れ、興味を深める様子
が見られました。

大津小学校で学校教育研究大会

▽
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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大津小学校でクロソイ放流豊頃町のサケを知ろう！

　10 月 6 日、大津小学校の児童 7 名が総合学習の
一環でクロソイの放流を行いました。これは魚への
標識付けと放流体験を通して資源維持の大切さや命
の尊さを体感することを目的としており、毎年、大
津漁協協同組合の協力を得て行っています。大津
漁港内にある漁協所有の種苗中間育成施設で児童

らは、約 9 センチほ
どに成長したクロソ
イの稚魚へ標識付け
の体験をした後、バ
ケツに移した稚魚を
漁港内へ放流しまし
た。

10 月 12 日、豊頃小学校で豊頃小・大津小の 6
年生（22 名）を対象に、大津漁協の中村哲蔵指導
漁業士らを招き、「サケのフレーク作り」が行われ
ました。児童らは中村指導漁業士から、サケの習性
や構造、サケ漁の方法を学んだあとサケのフレーク
作りに挑戦しました。児童らはサケを蒸したあと、

ほぐして炒め、でき
あがったフレークを
食 べ た 児 童 か ら は

「（ほぐす作業など）
大変だったが、おい
しくできた」と感想
が聞かれました。

林家木久扇 落語会

　10 月２日、える夢館で平成 29 年度豊頃町文化
芸術鑑賞事業はるにれ寄席（町教育委員会主催）が
開催され、会場が満席になるほどの盛況ぶりでした。
　寄席の前には、林家木久扇さん自ら「木久蔵ラー
メン」を販売され、訪れた観客たちは大変喜んで購
入していました。
　落語の演目には、林家けい木さんの「禁酒番屋」
に始まり、桂文治さんの「ラーメン屋」、鏡味正二
郎さんの曲芸、林家木久扇さんの「明るい選挙」と
並び、面白おかしい古典落語から、家族の温かさを
笑いあり涙ありで語るものや身近な「選挙」という
話題を盛り込んだ新作落語など、観客の笑いを誘っ
ていました。

　10 月 18 日・19 日、農村ホームステイ事業（受
入主体：とよころ報徳ホームステイの会（小笠原茂
人代表））で訪れた大阪府立牧野高等学校の２年生
40 名の生徒たちが、町内の農家、漁家に宿泊しま
した。
　生徒たちは、豊頃町農業会館での入村式の後、そ
れぞれの受け入れ家庭先に分かれ、ジャガイモの収
穫や搾乳といった農業体験などをしました。
　退村式では、生徒たちから「短い間だったが、大
阪では体験できない、貴重な体験をすることができ
た」などの感想が聞かれ、ホームステイ先の家族と
の別れを惜しんでいました。

農村ホームステイに高校生ら

10 月 9 日、ＲＵＮ伴＋
プラス

（ＲＵＮ伴＋
プラス

2017 とよ
ころ実行委員会主催）が開催されました。このイベ
ントは認知症になっても安心して暮らせる町づくり
を目指し、町内をオレンジのＴシャツを着て、タス
キをつないでいくものです。参加者は小雨が降る中、
町内の約 20 か所を歩いたり、走ったりしてタスキ
をつなぎ、ひだまり交流館に全員でゴールしました。
ひだまり交流館では、認知症啓発ＤＶＤの上映や脳
トレコーナー、ミニ縁日なども行われ、子どもから
大人まで楽しみました。また、大変人気の豊頃町社
会福祉協議会のキャラクターであるトヨッピーの新
しい着ぐるみが披露されるなど、参加者は大いに楽
しんでイベントは終了しました。

　10 月 19 日から 24 日にかけて、町内にある公共
育成牧場（湧洞牧場、トイトッキ牧場、二宮牧場）
で預託牛の下牧が行なわれました。
　5 月下旬から入牧し、約 5 か月間を飼い主から離
れた広い牧場で過ごして健康な体を作ります。
　入牧時にはまだまだ小さかった牛たちも、大きく

成長した姿で飼い主
の元に引き取られて
いきました。
　

元気よく牧場をあとに

豊頃町社会福祉協議会で「ＲＵＮ伴＋
プラス

」開催
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とよころ荘に慰問地域貢献に感謝状

　10 月 15 日、バレエ教室のグラン・ジュテ豊頃教室
の生徒 4 名が、地域密着型介護老人福祉施設はるにれ
T ｏｙｏｋｏｒｏと特別養護老人ホームとよころ荘で、
慰問を行いました。町文化祭で踊る予定である「眠り
の森の美女」から「フロリナ姫と青い鳥」を踊りました。
入所者から「かわいい」という声が次々と聞かれ、一

生懸命踊る生徒らの姿
に感心していました。
　短い時間ではあった
ものの、入所者らは笑
顔でその様子に見入っ
ており、「楽しかった」
と感想が聞かれました。

　10 月 18 日、町の環境整備に功績のあった野田
土建・鹿島経常建設共同体（田名邉義夫代表）へ町
から感謝状が贈られました。
　同社は地域貢献活動として、農野牛西 5 号線に
ある側溝の床さらい作業や茂岩栄町の道道旅来豊頃

停車場線沿道の草
刈りを行い、本町
の環境整備に貢献
されました。

池田高校吹奏楽部第 7 回豊頃演奏会 with 豊頃中学校

　10 月９日、える夢館はるにれホールで北海道池
田高等学校吹奏楽部第 7 回豊頃演奏会 with 豊頃中
学校が開催されました。今回、初めて豊頃中学校吹
奏楽部の生徒らとコラボレーションし、大いに観客
を沸かせました。
　池田高校のステージでは、映画「タイタニック」
で有名な「マイハートウィルゴーオン」などが演奏
され、豊頃中学校の生徒らとは、アイルランド民謡
であるダニーボーイなどをいっしょに演奏しました。
　最後に、迫力ある演奏とダンスと共にパフォーマ
ンスするダンス＆プレイ（ダンプレ）があり、観客
らは演奏に合わせ、大きな拍手でリズムをきざみな
がら、楽しんで演奏に聴き入っていました。

井
上
伸
久
さ
ん
・
ま
ゆ
み
さ
ん
夫
妻

　

空
港
か
ら
降
り
て
初
め
て
見
た
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
。

大
き
な
機
械
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
る
様
子
を
見
て
「
い
つ
か

乗
っ
て
み
た
い
」
と
思
い
、今
回
豊
頃
に
来
て
初
め
て
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
を
体
験
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

ま
ゆ
み
さ
ん
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
の
車
酔
い
の
た

め
断
念
し
、代
わ
り
に
伸
久
さ
ん
が
「
ま
ゆ
み
さ
ん
の
分
も
」

と
朝
早
く
か
ら
乗
り
込
み
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
想
像
し

て
い
た
作
業
よ
り
も
重
労
働
だ
っ
た
様
子
で
し
た
が
、「
こ

う
い
う
こ
と
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
、
笑
顔
で
話
す
２

人
は
続
け
て
、「
地
域
の
方
々
と
関
わ
っ
て
北
海
道
の
暮
ら

し
を
知
り
た
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
文
化
サ
ー
ク

ル
や
産
業
ま
つ
り
の
手

伝
い
に
参
加
さ
れ
る
な

ど
地
域
と
の
関
わ
り
を

深
め
、「
北
海
道
に
来

て
や
っ
て
み
た
か
っ
た

こ
と
」
が
体
験
で
き
る

こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
「
夏
の
北
海
道
し
か

知
ら
な
か
っ
た
が
、
春

も
秋
の
良
さ
も
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
冬
も
体
験
で
き
た
ら
」
と
、
移
り
変
わ
る
豊
頃
の
季
節
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

堀
栄
二
さ
ん
・
和
子
さ
ん
夫
妻

　
「
こ
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
が
一
番
好
き
」
と
、
幸
せ
そ

う
に
話
す
和
子
さ
ん
は
、
窓
か
ら
見
え
る
景
色
が
絵
葉
書
の

よ
う
だ
と
、
友
人
へ
写
真
を
送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

地
平
線
が
見
え
、
時
折
訪
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
夕
日
が
沈

ん
で
い
く
日
高
山
脈
。
北
海
道
へ
訪
れ
る
た
び
に
探
し
て
い

た
夜
空
も
、今
で
は
見
上
げ
る
だ
け
で
「
一
番
好
き
な
夜
空
」

が
見
ら
れ
る
︱
︱　

自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
楽
し
む
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

栄
二
さ
ん
は
景
色
を
眺
め
て
「
こ
の
町
の
＂
ゆ
と
り
＂
と

＂
開
放
感
＂
が
と
て
も
魅
力
的
」
と
話
し
ま
す
。

　

退
職
し
て
す
ぐ
、
今
ま
で
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

や
っ
て
き
た
豊
頃
町
で
、
穏
や
か
な
時
の
流
れ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

豊頃移住体験者から  豊 頃 の 魅 力 を 知 る

豊
頃
移
住
体
験
者
か
ら
　

豊 

頃 

の 

魅 

力 
を 
知 
る

　
豊
頃
町
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
豊
頃
南
町
に
あ
る
「
カ
ラ
マ
ツ
の
家
」、「
土
間
の
あ
る
家
」
の
２
棟
で
移
住
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
や
十
勝
へ
の
移
住
、
二
地
域
居
住
に
関
心
の
あ
る
方
が
主
に
利
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
16
組
が
体
験
し
、
そ
の
う

ち
２
組
が
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
体
験
を
さ
れ
て
い
る
方
が
豊
頃
町
へ
ど
ん
な
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
か
。
現
在
、
移
住
体
験
を
さ

れ
て
い
る
井
上
さ
ん
ご
夫
妻
、
堀
さ
ん
ご
夫
妻
に
豊
頃
で
の
生
活
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

豊頃町農ある暮らし
移住等体験用住宅

この体験住宅は、移住・定住を希望され

る方へ、町内で日常生活を体験できる機

会をもってもらうためにあります。

この体験を通し、移住・定住や交流され

る方々が増えることを目的としています。
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子ども・女性の犯罪被害防止

見通しの悪い場所や夜間暗い場所など、地域
の危険な場所を確認しましょう。

　通学路や公園などは子どもと一
緒に確認し、「こども１１０番の
家」なども合わせて確認しておき
ましょう。また、通勤ルートは明
るく人通りの多い道を選び、携帯
電話を操作しながらの通行はやめ
ましょう。
　もしもの時に備えて、ランドセルやカバンなど、
相手から見えやすく自分から手に届く場所に優良な

「防犯ブザー」をつけましょう。
　子どもたちの登下校に合わせて、道路の清掃、庭
の手入れ、買い物など普段の生活を通じた「ながら
見守り」に努めましょう。

大声で　叫ぶ勇気が　身を守る

（平成 29 年度標語コンクール金賞作品）

住宅を対象とした侵入犯防止

お出かけは、一声かけて、カギかけて。
　日頃から地域の人とコミュニケーションをとり、
不審者防止のため、知らない人には積極的に「こん
にちは」などと声をかけましょう。
　外出時には、わずかな時間でも必ず鍵をかけま
しょう。また玄関ドアをツーロックにしたり、窓に
防犯フィルムを貼るなど、防犯設備を充実しましょ
う。例年、日没が早くなる時期・繁忙時期は、付き
まとい・窃盗・悪質訪問販売が多くなっています。

特殊詐欺防止

電話でお金の話は、詐欺を疑おう

　息子や孫をかたり、「会社の書類が入ったカバン
をなくした」「会社の金を使い込んでしまった」「人
妻を妊娠させてしまった」などというトラブル解決
名目で、お金を要求してくる詐欺が多発しています。
　電話でお金の話が出たら、一旦冷静になり、まず
家族や警察に相談しましょう。
　また在宅中でも留守番電話に設定したり、迷惑電
話をブロックする機能や警告・録音機能付きの防犯
対策機器等を有効に利用しましょう。

冬の交通安全運動実施

11月11日（土）から11月20日（月）までの10日間

● 高齢者の交通事故防止
　外出するときはドライバーの目につくように明
るい服装を心がけ、反射材を身につけましょう。

● 凍結路面等のスリップによる交通事故防止
　早めに冬用タイヤに交換して、急な降雪や凍結

路面に対応できるように準備しましょう。

● 飲酒運転の根絶
　飲酒運転は悪質な犯罪です。「飲酒運転を、し

ない・させない・ゆるさない」を合言葉に、北海

道から飲酒運転をなくしましょう。

「オレオレ詐欺」注意してください

　詐欺を見破るポイント
息子を名乗る者が…

携帯番号が変わっている！

　携帯電話をこわした・携帯電話をなくした

のどの調子が悪い！

　のどが痛くて病院に来た・ポリープができた

トラブルに巻き込まれている！

　会社のお金をなくした・お金がないとクビになる

このような電話で現金を要求されたら
詐欺を疑いましょう！

女性を暴力事案から守ろう

　ストーカーや配偶者、交際相手からの暴力で悩ん
でいませんか。
　「恥ずかしい」「大げさにしたくない」と一人で
抱え込まず、事が大きくなる前にできるだけ早く相
談しましょう。
　警察では被害を拡大させないために、相手に対す
る警告、禁止命令、検挙等の措置、被害者を保護す
るための一時避難などの支援措置をとるほか、緊急
通報装置の貸与も行っています。

密漁は犯罪です

　例年この時期、サケの遡上に伴い、密漁をする人
がいます。密漁をする人を見かけたら、すぐ警察に
通報してください。

みんなでつくろう　安心の街

作成：愛須　教雄

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集
行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

物陰に身を隠すか、 

地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 

窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 

落下！

J アラート  (例) 直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の

中、又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能

性があります。直ちに避難して下さい。

近くの建物の中か 

地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、

それ以外の建物でも構いません。

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、
現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内ま
たは風上へ避難する。

●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、
目張りをして室内を密閉する。

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに
到達する可能性もあります。ミサイルが日本に落下す
る可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に
伝える「Jアラート」を活用して、防災行政無線で特別
なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速
報メール等により緊急情報をお知らせします。

　　詳しい情報については国民保護ポータルサイト http://kokuminhogo.go.jp/ をご覧ください

高
齢
者
に
寄
り
添
え
る
通
信
員
に

　

10
月
１
日
か
ら
、
佐
藤
規
夫
さ
ん
（
患
者
輸
送
車
の
運
行
業
務
兼
務
）、

谷
口
隆
子
さ
ん
の
お
二
人
が
、
新
し
く
「
ま
ご
こ
ろ
通
信
員
」
と
し
て
勤
務

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
の
通
信
員
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
谷
口
さ
ん
は
穏
や
か
な
口
調

で
「
女
性
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
分
か
り
合
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
第
一
。
ま
ず
は
こ
ち
ら
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
と
絆
を
深
め
ら
れ
た
ら
」
と
話
さ
れ
、
対
応
す
る
方
々
へ
の
思
い
や
り
の

あ
る
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　新しい「まごころ通信員」を紹介

ま
ご
こ
ろ
通
信
員
と
は

　

高
齢
者
の
単
身
者
住
宅
な
ど
を

定
期
的
に
訪
れ
、
安
否
確
認
は

も
ち
ろ
ん
、
対
象
者
の
心
配
ご
と

を
聞
く
こ
と
で
不
安
解
消
を
促
し

た
り
、
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た

め
に
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を

す
る
な
ど
、
見
守
る
だ
け
で
は
な

い
一
歩
踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
関

わ
っ
て
い
く
の
が
「
ま
ご
こ
ろ
通

信
員
」
の
役
目
で
す
。

　

豊
頃
町
で
は
現
在
、
96
世
帯
の

高
齢
者
宅
へ
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
た

訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ご
こ
ろ
通
信
員
は
こ
う
し
た

高
齢
者
の
生
活
の
支
援
を
す
る
重

要
な
任
務
と
な
り
ま
す
。

広
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▽
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域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
▽
駐
在
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
ま
ご
こ
ろ
通
信
員
▽
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動
につい
て
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問合せ先 　役場福祉課福祉係　☎（574）2214

認知症ともに支えよう
－ 安心して暮らしていくために －

認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
、
様
々
な
原
因
で
脳
細

胞
が
衰
え
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
こ
で
、
記
憶
力
や
判
断
力

な
ど
の
脳
の
機
能
が
低
下
し
、
生
活

に
支
障
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
老
化

や
長
い
間
の
生
活
習
慣
と
深
く
関
係

し
て
い
ま
す
。

主
な
認
知
症
の
種
類

▽
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

▽
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

▽
脳
血
管
性
認
知
症　

な
ど

も
し
か
し
て
「
認
知
症
」
？

　

認
知
症
は
珍
し
い
病
気
で
は
な

く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で

す
。
ま
た
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
認
知
症
を
発
症
す
る
傾
向
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
「
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
な
」「
も

し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
か
か
り
つ
け
の
病
院
や

関
係
機
関
に
相
談
し
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

1 点 2 点 3 点 4 点
財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなる
ことがありますか。

まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

５分前に聞いた話を思い出せないことがあります
か。

まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などのもの
忘れがあると言われますか。

まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

今日が何月何日かわからないときがありますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

言おうとしている言葉が、すぐに出てこないこと
がありますか。

まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

貯金の出し入れや、家賃や公共料金の支払いは一
人でできますか。

問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

一人で買い物に行けますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

バスや電車、自家用車などを使って一人で外出で
きますか。

問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

自分で掃除機やほうきを使って掃除ができますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

電話番号を調べて、電話をかけることができます
か。

問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

※このチェックリストの結果はあくまでおおよその目安で医学的診断に代わるものではありません。　
　認知症の診断には医療機関での受診が必要です。
※身体機能が低下している場合は点数が高くなる可能性があります。

自分でできる認知症の気づきチェックリスト

※合計が 20 点以上の場合は、認知機能や社会生活に支障が出ている可能性があります。
※かかりつけ医または地域包括支援センターに相談してみましょう。
出典：「知って安心認知症」地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター監修

チェックしたら合計を計算　合計　 　点

主　　　催　豊頃町ＰＴＡ連合会　豊頃町地域づくり推進委員会
問い合せ先　豊頃町教育委員会　☎ 579-5801

テーマ　子どもたちの未来を支える地域づくり
　豊頃町は二宮尊徳の嫡孫である二宮尊親が入植し、「報徳のおしえ」の実践によって本町開拓の礎を築いた
ことから、「報徳のおしえを受け継ぐことをほこり」（豊頃町民憲章）として、町づくりを進めてきました。
　さらに、「文化を高め、未来に夢をもつ町をつくること」（同）とあるように、町民一人一人が未来への「夢」
をもって生きる町づくりに向けて、家庭、学校、職場、地域社会等、町全体が一体となった取組を今後も展開
する必要があります。
　本日の講演会では、ＦＭ - ｊａｇａのＤＪとしてはもとより、北海道コンサドーレ札幌やエスポラーダ北海
道などのホームゲームＭＣなど、幅広く活躍されている栗谷昌宏さんをお招きし、ご自身の多彩な経験や考え
についてお話をうかがう中で、未来に夢をもつ町づくりに向けて、私たちが何をすべきかを考える機会とする
ために開催するものです。

「北海道教育の日」協賛事業

平成 29年度
「豊頃町ＰＴＡ連合会研究大会」並びに
「とよころ町づくり講演会」

講演　１３：３０～１４：５０

演題　「出会いは財産」
講師　栗谷昌宏氏

株式会社エフエムおびひろ　総括部長

プロフィール

昭和 45 年生まれ。芽室町出身。
室蘭工業大学工学部応用物性学科卒業。
ＦＭ - ｊａｇａのＤＪとしてはもとより、北海道コンサドー
レやエスポラーダ北海道などのホームゲームＭＣ、帯広
大谷短期大学非常勤講師など、幅広く活躍されている。

期　日　　平成 29 年 11 月 26 日（日）
受　付　　13：00 ～
開　会　　13：20 ～
会　場　　豊頃町える夢館　はるにれホール
参加料　　無料
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Ａ
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認知症ともに支えよう 認知症ともに支えよう

認
知
症
の
方
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え

ま
ず
は
見
守
る

　

認
知
症
と
思
わ
れ
る
人
に
気
づ
い
た
ら
、
本
人
や
他
の

人
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
様
子

を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
近
づ
き
す
ぎ
た
り
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見

た
り
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る

　

こ
ち
ら
側
が
困
惑
し
た
り
、
焦
り
を
感
じ
て
い
る
と
相

手
に
も
伝
わ
っ
て
動
揺
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
な
笑

顔
で
応
じ
ま
し
ょ
う
。

声
を
か
け
る
と
き
は
一
人
で

　

何
人
か
の
人
で
取
り
囲
む
と
恐
怖
心
を
あ
お
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
一
人
で
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

　

相
手
の
視
界
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
声
を
か
け
ま
す
。
唐

突
な
声
掛
け
は
禁
物
で
す
。「
何
か
お
困
り
で
す
か
」「
お

手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」「
こ
ち
ら
で
ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
」

な
ど
、
優
し
く
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

相
手
の
目
線
に
合
わ
せ
て

　

小
柄
な
方
の
場
合
は
体
を
低
く
し
て
目
線
を
同
じ
高
さ

に
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

お
だ
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た
話
し
方
で

　

高
齢
者
の
方
は
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
が
多
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
し
た
声
で
話
す
よ
う
、
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
早
口
や
大
声
で
ま
く
し
た
て
た
り
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、
ゆ
っ
く
り
対
応
す
る

　

認
知
症
の
人
は
急
か
さ
れ
る
の
が
苦
手
で
す
。
同
時
に

複
数
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
相
手
の
反
応

を
み
な
が
ら
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
手
の
言
葉
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
、
何
を
し
た
い
の

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
で
す
。
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
様
々
な
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
）】

☎
５
７
４
‐
２
２
１
４

【
豊
頃
町
保
健
セ
ン
タ
ー
】

☎
５
７
４
‐
３
１
４
１

認知症サポーター養成講座
認知症を知りたい、認知症の方・家族を応援したいという方を対象に養成講
座を行います。
対象…年齢や団体に関係なく、おおむね 10 名以上から、どなたでも受講で
きます。
内容…認知症・認知症サポーターの役割についてわかりやすく伝えます。
申し込み方法…開催を希望する１か月前に福祉課福祉係（地域包括支援セ
ンター☎ 574-2214）にお申込みください。その際、①開催を希望する団体、
②代表者と連絡先、③開催場所・日時、④参加予定人数をお知らせください。

認知症サポーターとは
厚生労働省が推奨する「認知症サポーター養成講座」を受講した人なら誰でもなることができ、認知
症の人やその家族の「応援者」です。

この表は認知症の進行に合わせて受けられる介護保険サービスやその他の支援をまとめたものです。横軸は認
知症の進行度合い（右に行くほど症状が進行している状態）を表しています。認知症の発症から進行状況に合
わせて適切なサービスやその他の支援を掲載しています。

認知症の人への対応の心得

三つの「ない」

１ 驚かせない

２ 急がせない

３ 自尊心を傷つけない

出典：認知症サポーター養成講座標準教材・認知症を学び地域で支えよう

認
知
症
の
疑
い

認
知
症
を
有
す
る
が

日
常
生
活
は
自
立

見
守
り
が
あ
れ
ば

日
常
生
活
は
自
立

日
常
生
活
に
手
助

け
や
介
護
が
必
要

常
に
介
護
が
必
要

相談

介護予防
悪化予防

集いの場

安否確認
見守り

生活支援

身体介護

医療

権利を守る

家族への支援

居住場所

住まい

豊頃町地域包括支援センター、豊頃町保健センター、役場福祉課、とよころ居宅介護事業所ケアマネージャー

生きがいデイサービス

元気あっぷ教室、おとなの寺小屋教室

食の応援事業

認知症対応型通所介護（デイサービス）：

デイサービスセンターとよころ苑、グループホーム光の家族

地域交流ほっとサロン（茂岩・豊頃・大津地区）
体操・運動　お元気サロン（豊頃）コミュニティカフェ（ひだまり交流館）

認知症対応型通所介護（デイサービス）：

デイサービスセンターとよころ苑、グループホーム光の家族

安心みまも～る君、まごころ通信員、配食サービス、民生委員、緊急通報装置、認知症サポーター

訪問介護：ホームヘルプセンターとよころ

配食サービス、福祉タクシー券交付、福祉有償運送サービス、振込詐欺対策通話録音装置の無料貸出

訪問介護、認知症対応型通所介護、訪問看護、訪問リハビリ、福祉用具貸与・購入

かかりつけ医への受診、認知症疾患医療センター（大江病院）、病院（脳外科 認知症外来 精神科）、薬局

訪問看護：池田地域訪問看護ステーション

日常生活自立支援制度

成年後見制度

認知症介護者交流会

認知症対応型通所介護（デイサービス）：デイサービスセンターとよころ苑、グループホーム光の家族

短期入所（ショートステイ）：とよころ荘

在宅介護者介護手当

自宅の住宅改修

サービス付き高齢者向け住宅（帯広市等）・有料老人ホーム（帯広市等）

介護老人保健施設（帯広市・池田町・幕別町等）

特別養護老人ホームとよころ荘

グループホーム光の家族

問合せ先 　役場福祉課福祉係　☎（574）2214

認知症の進行に合わせて受けられるサービス（認知症ケアパス）

認知症サポーターキャラバン
キャラクター
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子宮がん・乳がんって？

　詳しくは・・・【お問合せ先】保健センター　 ☎ （５７４）３１４１

① １２月　4日 学習

② １２月１１日 運動★

③ １２月１８日 調理

④ １２月２５日 運動★

⑤ １月１１日 運動①

⑥ １月２２日 運動②

⑦ １月２９日 運動③

⑧ ２月　５日 運動④

⑨ ２月１３日 運動⑤

⑩ ２月１９日 血液検査

⑪ ２月２６日 運動◆

⑫ ３月　５日 調理

日	程

会　　場　保健センター
時　　間　午後１時３０分～午後３時３０分
対 象 者　平成２9 年度　特定健診等受診者のうち

＊肥満と判定された方：ＢＭＩ２５以上
＊血糖値が高めの方（HbA1c5.6％以上）
＊休むことがあっても最終日まで継続参加できる方
※定員に満たない場合７５歳以上の方も参加できます

参 加 料　保険料：運動８回分１６８円（一括徴収）
※参加者の都合により休むことがあっても全８回分を
　負担していただきます。

　　　　　材料費：１回あたり３００円（調理時のみ）
定　　員　２５名（申し込み締め切り：１１月２0 日）
申し込み　保健センター（５７４）３１４１

《 教室参加者の血糖値変化 》
教室参加者の昨年度と今年度の健診時の HbA1c
を比較したところ、7人が減少し、うち 3 人が正常
範囲となりました。生活習慣の改善を継続した効
果が現れていました。

No. 性別
平成28年

健診時

教室

終了時

平成29年

健診時

健診時

比較

１ 女性 5.7 5.6 5.6 -0.1

2 女性 5.6 5.4 5.5 -0.1

3 女性 6.0 5.8 6.1 0.1

4 男性 5.6 5.6 5.8 0.2

5 女性 5.9 5.7 5.9 －

6 女性 5.7 5.7 5.8 0.1

7 女性 6.4 6.1 6.3 -0.1

8 男性 7.1 6.0 6.5 -0.6

9 女性 5.6 5.2 5.5 -0.1

10 女性 6.1 6.0 6.0 -0.1

11 女性 5.6 5.5 5.7 0.1

12 女性 5.9 5.6 5.5 -0.4

HbA1c→採血時から過去1～2か月間の平均血糖値を反映。
特定健診の基準値：5.5％以下

を開催します！
歳を重ねるごとに増えた体重が戻りにくくなっていませんか？　
減脂教室ではうるさいことは言いません。仲間とともに 、

楽しく体を動かし…
ちょっぴり「スリム」になって “ 春 ” を迎えましょう！

問合せ先 保健センター☎（574）3141

これまでの
参加者の声を附度して

プログラムを
組みました♪

数々の美ボディコンテストで優

秀な成績を収めているパーソナル

フィットネストレーナー小林秀子

氏が指導してくれます

運動①～⑤

日本では現在、子宮がん・乳がんにかかる方が増加しています。しかし、豊頃町の検診受診率は約１０％と
低い状況です。子宮がん・乳がんのそれぞれの症状や発生リスクなどをまとめてみたので、検診について考
えられる機会になればと思います。

運動★
筋肉ムキムキ餌取健

康運動指導士が指導

をしてくれます

子宮がんについて

子宮の入り口にできるがんを子宮頸部がん
といい、若い方に増えています。

子宮の奥にできるがんを子宮体部がんとい
い、40 代の方に多いがんです。

ヒトパピローマ
ウイルスについて

子宮頸部がんにかかった
方の約 90％から検出され
ており、がんの原因のひ
とつとされているウイル
スです。性行為によって
感染し、性経験のある女
性なら約 50％が感染する
と言われています。感染
しても多くの場合は体の
外に排出されますが、中
には排出されずに体内に
とどまってしまいがんの
原因となります。

子宮がんの主な症状
□生理以外の出血 ( 不正出血 ) がある
□おりものが増えた
□おりものに強い臭いがある
□性行為により痛みや出血がある
□お腹や骨盤が痛む

子宮がんの発生リスク
□低年齢から性経験がある
□出産回数が多い
□タバコを吸っている

乳がんについて
乳がんは母乳を作る乳腺というところにできるがんのこと
をいいます。日本では現在、女性が最も多くかかっている
がんですが、検査によって早期発見が可能です。

乳がんの主な症状
□しこりがある
□痛みがある
□乳首から血が混じったものや白いもの、透明な分泌物があった
□胸がひきつれる

乳がんの発生リスク
□高年齢　□授乳したことがない　□初潮が早かった　□閉経が遅かった　□肥満がある
□タバコを吸っている　□良性の乳腺疾患にかかったことがある
□家族に乳がんにかかった方がいる　□乳がんに今までかかったことがある

検診について
子宮がん・乳がんはともに検査で早期発見ができる病気です。早期発見により早くから治療を始めることが
大切ですが、そのためには定期的に検診を受けることが大事です。検診について詳しくは「ほけんふくしガ
イド」の P11 ～ 12 をご覧ください。

外部下部
13.0％

乳がんの部位別の発生率

内部上部
23.5％
内部下部
6.8％

不明　0.8％全体　3.4％

外部上部
47.6％

乳輪部　3.4％

左胸のこの部分に
がんができやすい

2 月 19 日は特定健診と同項目の

血液検査を実施

☆注目☆

1 月 11 日（木）

2月 13日（火）

以外は月曜日

身近な食材を使用

した簡単・ヘルシー

食

調理

ポールを持って

ウォーキング

運動◆

◎

◎

◎

子宮頸部

子宮体部
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クマにかぶせる帽子も同じ
ように切って…

読書くまちゃんの完成です。

今度はフェルトも図案を参
考に切り、ボンドで貼って
いきます。

フェルトのしおりの完成です。

1 時間もかか
らず３点の小
物ができまし
た。

新刊案内
一般書

認知症の人が
スッと落ち着く言葉かけ
 右馬埜節子著　講談社
誤ったイメージなどで対応するとよ
り問題がこじれてしまうだけ。認知
症の症状は十人十色。介護職であ
る著者の経験から、症状と接し方
の事例をわかりやすく紹介します。

身体と心をととのえる禅の作法 ／藤井隆英
ようこそアラブへ ／ハムダなおこ
かわいいハムスターとの暮らし方 ／三輪恭嗣
ゆっくりていねい親子英会話 ／杉本正宣
・小　説・
まひるまの星 ／吉永南央
劇場 ／又吉直樹
錯迷 ／堂場瞬一
なかなか暮れない夏の夕暮れ ／江國香織

児童書
もしも地球がひとつのリンゴだったら
 デビッド・Ｊ・スミス著 小峰書店
もしも 45 億年の地球の歴史を１
年間にちぢめたら？実際にさわれ
るものや目に見えるものにたとえ
たら、驚きの結果が見えてきます。

ことば絵図鑑 英語付き ／花まる学習会
じぶんリセット ／小山薫堂
野馬追の少年、震災をこえて ／井上こみち
笑われたくない！ ／手嶋ひろ美
・絵本・
ちょんまげとんだ ／広瀬克也
とびっきりのともだち ／エイミー・ベイツ
しろくまくんどこにいく？ ／ソフィー・ヘン
はじめてのオーケストラ ／はたこうしろう

身体と心をととのえる禅の作法 ／藤井隆英

おでん、銭湯、落語家など、
同じ日本なのに東と西では
こんなに違う！見開きで東
と西の写真が載っているの
で、違いが一目瞭然です。
起源や文化の解説もあり、
読み物としても大満足の一
冊です。（伊藤）

くらべる東西
おかべたかし　著／東京書籍　刊

こちらでは新刊図書の一部を紹介しております。
予約やリクエストも受け付けておりますので、お気軽
にお問合せください。

厚紙、カッター、フェルト、
ボンドなどを用意します。

本書の図案をコピーし、それ
に合わせて厚紙を切ります。

顔のパーツも慎重にくりぬ
いて…

ペーパークリップの完成です。

次は厚紙を山折りにし、本
書の図案のコピーと重ねて
切ります。

101 回目ということで、この本を選んでみました。
本書の中から簡単な小物を数点つくります。

図書館の本で
作ってみました

　第101回
祝・101回！　
今回、利用した本は
101ぴきの、くまちゃん雑貨

／ピポン 著

準新刊コーナーは日の光が入ってくるため明るく、

椅子もあるので密かに人気のスポットです。

休館日のお知らせ
※
灰
色
の
部
分
が
休
館
日
で
す

※
●
で
囲
ん
で
あ
る
部
分
が
バ
ス
運
行
日
で
す

11　
　

月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

本書の図案をコピーして、紙や布を切り貼りす
るだけでできるので、空いた時間にすぐ作るこ
とができます。カッターで細かい部分を切るの
で、扱いには注意してください。
本書には今回のような簡単なものから、アップ
リケや人形など、時間を要するものまで幅広く
紹介しています。様々なくまちゃん雑貨をぜひ
作ってみてください。

 豊頃町図書館☎（579）5802

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
！ 

第
１
弾

日
程　

11
月
23
日
（
木
）

時
間　

10
時
〜
11
時
／
14
時
〜
15
時

　
　
　

※　

定
員
：
各
８
名

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
か
ざ
る
折
り
紙
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。
持
ち
物
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
日
前
日
ま
で
に
図
書
館
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

第
２
弾
は
12
月
24
日
（
日
）
実
施
予
定
で
す
！

荷
物
を
置
い
て
、
ゆ
っ
く
り
図
書
館
を
見
て

ま
わ
り
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
入
口
の
右
側
に
棚
が
あ
り
ま
す
。
ご

自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

工
作
教
室
の
お
知
ら
せ

荷
物
置
き
場
を
お
使
い
く
だ
さ
い

今
月
の
展
示

　

十
勝
毎
日
新
聞
「
図
書
館
司
書

の
お
す
す
め
本
」
に
当
館
が
掲
載

し
て
き
た
中
か
ら
厳
選
し
た
本
を

大
き
い
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

　

小
さ
い
展
示
に
は
、
23
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
様
々
な

職
人
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
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茂
岩
俳
句
会

ふ
ら
ふ
ら
と
葉
に
た
ど
り
つ
く
秋
の
蝶

野
　
田
　
の
り
子

つ
り
橋
を
渡
り
終
え
て
の
秋
時
雨

長
　
﨑
　
あ
け
み

一
輌
車
紅
葉
の
な
か
に
消
え
ゆ
け
り

松
　
井
　
テ
ル
子

名
月
を
か
す
め
て
雲
の
早
か
り
し

牧
　
野
　
ユ
　
キ

娘
の
料
理
か
こ
む
も
久
し
夜
の
秋

大
　
崎
　
和
　
子

露
寒
や
睫
毛
に
風
の
忍
び
寄
る

中
　
屋
　
吟
　
月

豊
寿
文
芸

遠
ざ
か
る
バ
ス
う
ら
め
し
く
秋
夕
べ

海
　
富
　
智
　
恵

赤
と
ん
ぼ
連
れ
て
行
き
た
し
妣は
は

の
里

堀
　
川
　
富
　
子

ふ
る
さ
と
の
う
ま
し
水
得
て
山
粧
ふ

堀
　
田
　
幸
　
子

産う
ぶ
す
な土
を
思
い
出
し
み
る
月
蒼
し

新
　
保
　
幸
　
子

名
月
や
小
川
の
流
れ
変
わ
り
果
て

青
　
木
　
公
　
範

落
葉
掃
く
若
い
漢
お
と
こ

の
耳
飾
り

前
　
川
　
ひ
と
み

長
靴
が
赤
の
ま
ま
踏
み
野
良
仕
事

福
　
井
　
一
　
浩

柿
供
へ
ま
た
柿
を
買
い
供
へ
た
り

上
　
田
　
知
　
子

向
日
葵
は
太
陽
友
に
実
を
結
ぶ

垣
　
内
　
順
　
子

窓
磨
く
残
る
暑
さ
に
背
伸
び
し
て

徳
　
田
　
則
　
子

夜
な
べ
針
白
髪
で
研
ぎ
ぬ
母
の
癖

伊
　
藤
　
泰
　
山

夕
食
の
済
む
ま
で
待
て
や
秋
の
蠅

佐
　
藤
　
通
　
彦

　北アメリカの秋は、サンクス・ギビングデイ

（収穫感謝祭）という祝日の季節です。カナ

ダは 10 月の第 2 月曜日、アメリカは 11月の

第 4 木曜日です。

　なぜ時期が違うのでしょうか。

　この祝日は、収穫が無事にできたことや冬

を越すための十分な食料、良く育った作物に

感謝をするために作られました。

　カナダの作物の成長時期は北海道と同じよ

うな時期であり、ほとんどの食べ物が 10 月

の中旬までには収穫されます。一方南アメリ

カの成長時期は、もっと遅く長い間続くので、

感謝祭が 11月にあることも納得できます。

　カナダとアメリカの感謝祭は特に変わりは

ありません。メインの食事はスタッフィング

( 時々ドレッシングとも言われる ) 付の七面鳥

です。一般的なスタッフィングは小さく切られ

たパン、玉葱、セロリ、セージ・パセリなどの

ハーブが入ったものです。そこに出汁、バター、

卵を入れ、パンが柔らかくしっとりとするま

でかき混ぜます。スタッフィングには、たくさ

んの作り方があり、キノコやソーセージを入

れる人、パンの代わりにご飯を入れる人もい

ます。

　伝統的な作り方は、七面鳥の中に入れて仕

上げる方法です。この方法は七面鳥が焼きあ

がるのに長い時間がかかりますが、スタッフィ

ングはとてもおいしくなります。七面鳥の味

が染み渡るからです。また七面鳥の横にスタッ

フィングを置いて調理する人もいます。その方

が簡単であり、サイズのあった鍋やオーブン

を使って適切な温度で七面鳥を焼くことがで

きます。七面鳥は 4 ～14kg ほどになるので、

大きいオーブンが必要となります。

　他に感謝祭で伝統的な料理は、グレービー

ソースかクランベリーソースがかかったマッ

シュポテト、ホイップクリーム付のかぼちゃパ

イなどがあります。

　北アメリカで使われるグレービーソースは日

本では見たことがありません。グレービーソー

スを作るには、まず、油の多い肉をロースト

した後、鍋の下にある肉汁を使います。そこ

に小麦粉を加えて温めつつ、混ぜながら、ゆっ

くりと野菜の出汁を加えます。それをグレー

ビーソースが濃くなるまで続けます。

　おいしいグレービーソースには、オーブンで

ローストした肉の肉汁が必要となります。中に

はグレービーソースミックスを使う人もいます

が、同じようにおいしくはできあがりません。

同じく自家製クランベリーソースも缶に入った

ジャムよりもおいしくできあがります。

　十勝の ALT サークルでは毎年アメリカの感

謝祭に合わせて料理を持ち寄っています。去

年はかぼちゃのパイを 5 つも焼きました。い

つもたくさん食べてしまいます！！

　今年も楽しみにしています！

　ジャネット号！GO！

英語指導助手のジャネットさんのエッセイ

いつもニコニコ笑顔の「ふう

ちゃん」です

最近は常に「マンマ」と言って

おねだりします

まだ人見知りしますが、みなさ

んよろしくお願いします !

川
かわぐち

口 楓
ふうか

華 ちゃん

親♥祥正・美奈／北栄
平成２８年 9 月 14 日生まれ
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　議会運営委員会編集

9月定例会
第３回定例会は、９月１３日から開会され、町長から提案のあった補正予算など

２２議案を、いずれも原案どおり可決し、１９日に平成２８年度各会計決算審査、

２０日に一般質問等を行って閉会しました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

虔
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
建
設

補
助
　
　
１
千
７
８
８
万
円

　
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る
事
業
者
へ
の
補

助
費
を
建
設
件
数
の
増
加
に
よ
り
追
加
補

正

虔
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
事
業
　  

５
５
４
万
円

　
大
津
海
岸
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
費
。駐
車
場
の
整
備
に
３
７
２
万
円
、

休
憩
所
・
ト
イ
レ
の
設
置
に
１
４
４
万
円
、

観
光
振
興
補
助
に
38
万
円

虔
流
木
等
処
理
事
業

  

１
６
０
万
円

　
海
岸
に
漂
着
し
た
流
木
の
処
理
費
用
の

追
加
補
正

虔
定
住
促
進
等
住
宅
取
得

補
助
　
　
　
　
６
０
６
万
円

　
住
宅
の
新
築
・
中
古
住
宅
の
購
入
者
へ

の
補
助
費
を
対
象
件
数
の
増
加
に
よ
り
追

加
補
正

虔
土
地
改
良
事
業

  

　
　
　
　 

２
８
０
万
円

　
農
道
、
明
渠
の
維
持
補
修
費
を
追
加

虔
ま
ち
な
か
活
性
化
拠
点

施
設
駐
車
場
用
地
購
入

  

３
２
０
万
円

　
茂
岩
市
街
に
整
備
中
の
ま
ち
な
か
活
性

化
拠
点
施
設
隣
の
土
地
を
駐
車
場
用
地
と

し
て
購
入

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
一
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 4 号 ) 5千923万円 46億323万円

国民健康保険特別会計 ( 第 2 号 ) 763万円 6億7千866万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ( 第 1 号 ) 737万円 4億253万円

医 療 施 設 特 別 会 計 ( 第 3 号 ) 74万円 1億3千615万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 ( 第 2 号 ) 397万円 2億2千937万円

公共下水道特別会計 ( 第 2 号 ) 100万円 3億4千993万円

平成28年度　各会計の歳入歳出決算を認定
各会計の歳入歳出決算額

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差　引　額 翌年度繰越額 実質収支額

一 般 会 計 5,185,712,865 5,093,309,198 92,403,667 6,699,000 85,704,667

国民健康保険特別会計  657,657,424 598,625,915 59,031,509 0 59,031,509

介 護 保 険 特 別 会 計  395,713,926 375,035,483 20,678,443 0 20,678,443

後期高齢者医療特別会計 57,035,519 56,763,081 272,438 0 272,438

医 療 施 設 特 別 会 計 128,077,378 127,235,740 841,638 0 841,638

簡 易 水 道 特 別 会 計 185,065,345 181,546,029 3,519,316 0 3,519,316

公 共 下 水 道 特 別 会 計 289,957,574 288,015,414 1,942,160 0 1,942,160

【単位：円】

　平成28年度一般会計ほか６特別会計の歳入歳出決算は、町監査委員の決算審査意見書とともに
議会に提出され、本会議において審議を行った結果、各会計とも認定することに決定しました。
　各会計の決算額は、上記のとおりです。

主
な
審
議
内
容

平
成
29
年
度
補
正
予
算

大
谷
友
則
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
使
い
道
は
。

　
現
在
は
基
金
に
積
み
立
て
て
お

り
、
使
い
道
は
今
後
検
討
し
て
い

く
。

大
崎
英
樹
議
員
　
定
住
促
進
賃
貸

住
宅
建
設
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
こ

の
事
業
を
さ
ら
に
進
め
る
考
え
は
？

　
建
設
希
望
が
あ
れ
ば
行
政
と
し

て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

平
成
28
年
度
決
算

岩
井
明
議
員
　
保
育
所
職
員
の
勤

務
体
制
は
。

　
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
シ
フ
ト

制
を
組
ん
で
早
朝
保
育
、
残
児
保

【

人

事

案

件

】

【
そ 

の 

他 

の 

議 

案
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
12
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る
鳥
宮

慶
法
氏
（
茂
岩
本
町
）
を
再
度
推
薦
し
、

吉
村
進
氏
の
後
任
に
中
野
稔
氏（
豊
頃
）

を
推
薦
し
た
い
と
の
諮
問
が
あ
り
、
こ

れ
に
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
32
年
12
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
前
公
平
委
員
会
委
員
河
原
葉
子
氏
の

辞
任
に
伴
い
、
大
谷
美
勇
子
氏
（
茂
岩

本
町
）
を
選
任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間

で
あ
る
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
８
月
11
日
ま
で
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る
前
川

啓
一
氏
の
後
任
に
、
長
濱
竜
一
氏
（
大

津
元
町
）
を
任
命
し
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
33
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
豊
頃
町
ま
ち
な
か
活
性
化
拠
点

施
設
整
備
工
事
の
契
約
。
金
額
は

５
千
６
８
１
万
円
。

▼
物
品
の
取
得

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
乗
車
定
員
29
名
）

１
台
を
購
入
。
金
額
は
７
２
９
万
円
。

納
入
期
限
は
平
成
30
年
３
月
30
日
。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
平
成
28
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定 

ほ
か

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
補
正
予
算
の
主
な
も
の

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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育
に
対
応
し
て
お
り
、
行
事
の
準
備
等

を
除
い
て
通
常
の
保
育
に
お
い
て
時
間

外
勤
務
は
行
っ
て
い
な
い
。

大
崎
英
樹
議
員
　
茂
岩
山
の
林

業
研
修
セ
ン
タ
ー
・
木
工
芸
館
の
利
用

と
、
十
勝
川
堤
防
上
の
さ
く
ら
休
憩
所

の
開
放
利
用
の
考
え
は
。

　
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
取
り

壊
し
た
上
で
、
各
種
資
材
、
備
品

等
の
格
納
庫
を
建
設
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。
木
工
芸
館
と
さ
く
ら
休
憩

所
は
、
今
後
、
庁
内
で
施
設
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
崎
英
樹
議
員
　
Ｊ
Ｒ
豊
頃
駅

の
歩
道
橋
は
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
が
、

今
後
の
整
備
の
考
え
は
。

　
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
町
道

と
認
定
さ
れ
た
。
修
繕
、
取
り
壊

し
を
含
め
て
地
域
住
民
や
Ｊ
Ｒ
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

今後の利用が検討される

さくら休憩所

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

Ｑ
　
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
施
す
る

考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
無
償
化
に
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ
　
憲
法
で
は
﹁
義
務
教
育
は
、
こ
れ

を
無
償
と
す
る
﹂
と
規
定
し
、
法
律
で

は
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
し
て
い

る
。こ
れ
ら
を
ど
う
解
釈
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
憲
法
の
規
定
は
、
学
校
給
食
の
問
題

で
は
な
い
と
解
釈
し
て
お
り
、
一
市
町

村
で
無
償
化
す
る
問
題
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

高
齢
者
の
貧
困
実
態
把
握

と
対
策
は

Ｑ
　
給
食
費
が
助
成
さ
れ
る
準
要
保
護

世
帯
の
所
得
基
準
を
緩
和
す
る
考
え

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
も
時
期
尚
早

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
貧
困
実
態
の
把
握
と
対

策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
年
金
等
で
厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

所
得
の
把
握
や
預
貯
金
、
不
動
産
等
の

有
無
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
貧
困
実
態
の
把
握
は
難
し
い
。

　
対
策
と
し
て
は
、
生
活
保
護
基
準
の

収
入
の
１
・
３
倍
以
内
の
世
帯
に
福
祉

灯
油
事
業
を
行
う
な
ど
対
応
し
て
い

る
。

Ｑ
　
生
活
保
護
基
準
は
国
の
施
策
に
よ

り
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
基
準
に
乗
じ
る
１
・
３
を
上
げ
る

考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

岩井　明　
議　　員 

低
所
得
者
の
特
養
入
所

へ
の
支
援
は

Ｑ
　
特
養
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

へ
の
入
所
費
用
が
入
所
者
の
年
金
で
は

足
り
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
が
ど
う

か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
入
所
者
は
年
金
の
範
囲
内
で
入
所
可

能
と
考
え
て
い
る
が
、
収
入
や
不
動
産

の
保
有
状
況
等
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
本
人
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
安
心
し
て
入
所
で
き
る
よ

う
検
討
を
重
ね
た
い
。

特別養護老人ホームとよころ荘

小笠原茂人　
議　　員 

Ｑ
　
自
主
防
災
組
織
の
設
立
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
５
行
政
区
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
、
１
地
域
で
結
成
に
向
け
検
討
中

で
あ
る
。
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

啓
発
し
、組
織
率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

Ｑ
　
組
織
率
向
上
に
向
け
て
、
よ
り
積

極
的
に
行
政
区
に
働
き
か
け
て
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
地
域
に
よ
っ
て
は
難
し
い
面
も
あ
る

が
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら

組
織
率
１
０
０
％
に
向
け
て
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。

Ｑ
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
の
人
気
に
よ

り
観
光
客
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
旅
行
）
に
よ
る
旅
行
者
へ
の

対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
を
は
じ
め
観
光
・
旅
行
事
業
者
、

メ
デ
ィ
ア
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
北
海
道
、

十
勝
が
一
体
と
な
っ
て
広
域
で
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
大
津
地
域
の
住
民
に
お
け
る
観
光

客
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
大
津
地
域
の
住
民
と
協
議
し
な
が

ら
、
住
民
と
観
光
客
が
共
生
で
き
る
よ

う
取
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、ト
イ
レ
、

駐
車
場
等
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
観
光
事
業
者
に
は
観
光
客
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
に
困
ら
な

い
よ
う
対
応
を
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
一
時
的
な
流
行
で
地
域
に
迷
惑
を
か

自
主
防
災
組
織
の
設
立
と

防
災
対
策
は今年度リニューアルされる

防災ハザードマップ

Ａ
　
宮
口
町
長

　
今
年
度
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
全
戸
に
配
付
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
訓
練
実

施
の
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
配
信
訓
練
は
エ
リ
ア
内
全
て
の
方
へ

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
た
め
、
慎
重
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
携
帯
会
社
と
町
と
の
間
で

は
、接
続
試
験
を
随
時
実
施
し
て
い
る
。

地
方
交
付
税
の
動
向
と

町
財
政
の
将
来
展
望
は

Ｑ
　
国
は
地
方
財
政
計
画
に
自
治
体
の

基
金
残
高
を
反
映
す
る
方
向
を
示
し
た

が
、
国
の
動
向
と
町
の
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
中
で
、

一
部
議
員
か
ら
地
方
自
治
体
の
基
金
残

高
が
多
額
で
、
地
方
財
政
計
画
へ
の
反

映
な
ど
改
善
を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
基
金
の
積
立
状
況
に
関
す

る
調
査
が
行
わ
れ
た
。
今
後
の
動
向
は

見
え
な
い
が
、
仮
に
基
金
を
地
方
財
政

計
画
に
反
映
す
る
と
な
れ
ば
、
容
認
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
十
勝

町
村
会
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
国
に

要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
地
方
交
付
税
　の
現
状
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
の
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

今
後
、
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
と
な

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
の
考
え

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
基
金
の
取
崩
し
や
財
政
面
で
有
利
な

起
債
を
借
り
る
な
ど
財
源
確
保
し
な
が

ら
健
全
財
政
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
を
確
保
す

る
た
め
、
企
業
誘
致
に
必
要
な
環
境
整

備
を
進
め
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
将
来
の
た
め
の
基
盤
整
備
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

平成 28 年度決算書

外
国
人
等
旅
行
者
へ
の

対
策
は

け
て
終
わ
り
に
な
ら
ず
、
大
津
地
域
や

町
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う
十
分
検
討
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大崎英樹
議　　員 

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

１
　
調
査
の
経
過
と
結
果

（
１
）
中
標
津
町
立
計
根
別
学
園

　
本
学
園
は
、
平
成
27
年
４
月
に
開
校

し
た
小
中
一
貫
校
で
、
小
学
校
、
中
学

校
の
老
朽
化
に
伴
い
建
替
え
の
要
望
が

地
域
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
建
設
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
準
備
委
員
会
で
の
検
討
を
経
て
開

校
し
、
翌
年
に
は
義
務
教
育
学
校
へ
移

行
し
て
い
る
。

　
校
舎
は
、
旧
中
学
校
敷
地
に
木
造

２
階
建
て
の
建
物
が
、
総
事
業
費
約

23
億
５
千
万
円
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
９
年
間
の
教
育
課
程
は
従
来
の
６
・

３
制
か
ら
４
・
３
・
２
制
に
移
行
し
、小
・

中
学
校
を
一
つ
の
学
校
と
し
て
教
育
目

標
や
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、
教

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
標
津
町
で
は
、
平
成
32
年

度
か
ら
町
内
全
小
・
中
学
校
で
の
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
白
糠
町
立
義
務
教
育
学
校

　
白
糠
町
は
、
平
成
30
年
４
月
に
庶
路

地
区
に
お
い
て
義
務
教
育
学
校
を
開
校

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
当
地
区
の

小
学
校
、
中
学
校
は
、
太
平
洋
か
ら
近

く
、
周
辺
に
は
公
立
の
保
育
園
、
幼
稚

園
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
学
校
も
老
朽
化
に
よ
り
、

耐
震
補
強
の
実
施
計
画
を
策
定
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
後
に
発
表
さ
れ
た

津
波
想
定
水
位
の
上
昇
に
よ
り
、
高
台

へ
の
移
転
改
築
に
計
画
を
変
更
し
、
合

わ
せ
て
保
育
園
と
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
移
転
す
る
計
画
が
構
想
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
開
校
に
向
け
て
準
備

委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　
校
舎
は
、
庶
路
地
区
高
台
の
森
を
造

成
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て

の
建
物
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当

地
区
の
防
災
拠
点
の
機
能
と
し
て
、
備

蓄
庫
、
発
電
機
等
も
整
備
さ
れ
、
総
事

業
費
は
約
48
億
円
で
あ
る
。

　
白
糠
町
で
は
、
義
務
教
育
学
校
の
開

校
に
合
わ
せ
て
町
全
体
で
小
中
一
貫
教

育
の
開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
町
内
３

地
区
に
小
・
中
学
校
が
各
１
校
で
あ
り
、

町
独
自
の
教
育
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
を
充
実
す
る
観
点
か
ら
も
、
小
・

中
学
校
の
学
び
の
連
携
と
連
続
性
の
強

化
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

２
　
ま
と
め

　
本
調
査
で
は
、
校
舎
の
老
朽
化
、
建

替
え
を
き
っ
か
け
と
す
る
小
中
一
貫
校

の
検
討
経
過
や
教
育
の
実
践
等
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

　
両
町
に
共
通
し
て
い
た
点
で
は
、
町

が
求
め
る
子
ど
も
像
を
描
き
、
子
ど
も

を
育
む
た
め
に
必
要
な
校
舎
や
教
育
活

動
を
展
開
す
る
た
め
に
、小
中
一
貫
校
、

小
中
一
貫
教
育
、
さ
ら
に
は
義
務
教
育

学
校
を
選
択
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
行
政
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
が
互
い
に
連
携
協
力
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
計
画
段
階

か
ら
情
報
共
有
を
積
極
的
に
進
め
、
町

全
体
の
義
務
教
育
の
あ
り
方
も
並
行
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
両
方
の
教
員
免

許
の
保
有
を
原
則
と
す
る
義
務
教
育
学

校
に
お
け
る
教
員
の
確
保
で
は
、
養
成

課
程
や
教
員
人
事
な
ど
に
お
い
て
課
題

が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
豊
頃
中
学
校
が

建
設
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、
建
替
え

の
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
報
徳

の
お
し
え
を
基
盤
と
す
る
町
が
求
め
る

子
ど
も
像
を
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域

が
共
有
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
学
校

づ
く
り
の
機
会
と
と
ら
え
、
災
害
時
に

は
学
校
が
地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
調
整
し
な
が
ら
必
要
な
検
討
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
　
　
※
要
約
掲
載

中標津町立計根別学園での調査の様子

白糠町で建設中の義務教育学校

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
中
村
純
也
委
員
長
）
は
、
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、「
小
中
一
貫
教
育
の
実
践
校
に
つ
い
て
」、
小
中
一
貫
教
育
実
践
校
及
び
開
校

予
定
自
治
体
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

１
　
調
査
の
経
過
と
結
果

（
１
）
下
川
郡
下
川
町

　
下
川
町
は
、
面
積
の
約
88
％
が
森
林

の
町
で
、
昭
和
28
年
に
国
有
林
を
取
得

し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
森
林
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
昭
和
30
年
代
に
は
、
町
有
林
に
毎
年

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
植
林
し
、
60
年
間
育
林

し
た
の
ち
伐
採
す
る
循
環
型
森
林
経
営

を
樹
立
し
て
い
る
。

　
伐
採
し
た
原
木
は
、
製
材
と
し
て
国

際
的
森
林
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

地
域
材
「
し
も
か
わ
産
材
」
の
普
及
を

は
じ
め
、
お
が
粉
、
葉
、
林
地
残
材
に

至
る
ま
で
余
す
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
林
地
残
材
等
は
、
木
質
原
料
製
造
施

設
で
チ
ッ
プ
化
し
、
町
内
11
基
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
使
用

さ
れ
、
こ
こ
か
ら
の
熱
（
温
水
）
を
役

場
庁
舎
、
学
校
、
温
泉
等
30
施
設
に
供

給
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
公
共
施
設

の
熱
需
要
の
64
％
を
賄
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
と
低
炭
素
化
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
の
橋
地
区
で
は
、
超
高
齢

化
対
応
社
会
モ
デ
ル
と
し
て
町
が
策
定

し
た
「
一
の
橋
地
区
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
」
に
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
か
ら
地
区
内
公
共
施
設
、
集
住

化
住
宅
（
26
戸
）
等
に
熱
供
給
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
地

域
食
堂
の
運
営
、
誘
致
企
業
で
の
植
物

栽
培
、
高
齢
者
支
援
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

（
２
）
苫
前
郡
苫
前
町

　
苫
前
町
は
、
日
本
海
沿
岸
地
域
特
有

の
「
強
風
」
を
有
効
な
資
源
と
と
ら
え
、

風
力
発
電
事
業
を
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
町
は
、
平
成
７
年
か
ら
平
成
８
年
に

実
施
し
た
風
況
調
査
に
お
い
て
、
風
力

発
電
施
設
の
立
地
に
日
本
有
数
の
最
適

地
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
た
こ
と
か

ら
、平
成
10
年
か
ら
３
年
間
で
、夕
陽
ヶ

丘
地
区
に
３
基
の
風
車
を
、
総
事
業
費

約
７
億
円
で
建
設
し
た
。
総
発
電
出
力

は
２
千
２
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
一
部

電
力
を
除
く
全
量
売
電
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
風
況
調
査
の
結
果
か
ら
、
平

成
10
年
及
び
平
成
11
年
に
民
間
企
業

２
社
を
誘
致
し
、
上
平
地
区
の
町
営

牧
場
内
に
風
車
39
基
、
総
発
電
出
力

５
万
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
大
規
模
風

力
発
電
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
環
境
問
題

に
取
り
組
む
「
風
の
ま
ち
」
と
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
や
風
車
自
体
が
も
つ
景
観

の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

２
　
ま
と
め

　
本
調
査
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
自

治
体
の
取
組
経
過
と
課
題
等
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　
両
町
に
共
通
し
て
い
た
点
で
は
、
生

産
性
の
低
か
っ
た
「
森
林
」
や
価
値
が

な
か
っ
た
「
強
風
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
面
を
資
源
と
と
ら
え
、
町
が
主
体
に

な
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
い
う
プ

ラ
ス
面
に
発
展
さ
せ
て
い
る
点
で
あ

る
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
更
な
る
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
て
は
、
再
整
備
費
用
や
採
算
面
な
ど

の
課
題
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
飼
育
頭
数
の
拡

大
や
飼
養
形
態
の
変
化
に
よ
る
家
畜
ふ

ん
尿
の
適
切
な
処
理
や
、
鳥
獣
被
害
対

策
及
び
河
川
氾
濫
対
策
と
し
て
有
効
と

見
込
ま
れ
る
河
畔
林
の
伐
採
及
び
流
木

の
除
去
と
い
う
課
題
に
対
し
、
町
の
魅

力
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
や
家
畜
ふ
ん
尿
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
検
討
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

※
要
約
掲
載

下川町での調査の様子

苫前町での調査の様子

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
相
澤
昌
幸
委
員
長
）
は
、
７
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
自
治
体
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト
③

　
調
査
当
日
は
、
町
内
の
10
圃
場
９
作

物
に
つ
い
て
一
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草

丈
、
着
筴
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病

害
虫
の
発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
は
、
４
月
上
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て
天
候
に
恵
ま
れ
、
馬
鈴
薯
の

植
付
作
業
や
て
ん
菜
の
移
植
作
業
、
豆

類
の
は
種
作
業
は
平
年
よ
り
早
く
終
了

し
、
そ
の
後
も
好
天
に
よ
り
順
調
に
生

育
し
て
い
る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状

況
は
、
て
ん
菜
は
、
病
害
の
発
生
は
少

な
く
、
根
部
の
肥
大
も
進
ん
で
お
り
平

年
以
上
の
収
量
が
見
込
ま
れ
る
。
馬
鈴

薯
は
、
６
月
の
日
照
不
足
に
よ
り
茎
長

が
軟
弱
徒
長
し
、
一
部
圃
場
で
は
倒
伏

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
病
害
虫
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
平
年
並
の
収
量
が
期
待

さ
れ
る
。
豆
類
は
、
５
月
後
半
の
日
照

不
足
や
６
月
後
半
の
低
温
に
よ
り
生
育

の
遅
れ
が
あ
っ
た
が
、
７
月
の
高
温
に

よ
り
回
復
が
見
ら
れ
、
平
年
並
の
収
量

を
期
待
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

　
牧
草
は
、
一
番
草
の
収
量
は
平
年
並

で
あ
っ
た
が
、
二
番
草
は
少
雨
の
影
響

に
よ
り
生
育
が
や
や
緩
慢
で
あ
る
。
デ

ン
ト
コ
ー
ン
は
、
草
丈
・
葉
数
が
平
年

を
上
回
っ
て
お
り
、
平
年
以
上
の
収
量

が
見
込
ま
れ
る
。

　
な
お
、
現
地
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、
す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し
た
秋

ま
き
小
麦
は
、
６
月
の
日
照
不
足
に
よ

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

高
温
に
よ
り
平
年
を
上
回
る
収
量
と

な
っ
た
。

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
今
後
の
台
風
等
に
よ
り

作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
特
に
、
昨
年
の
大
雨
の
影
響

に
よ
り
河
川
の
流
下
能
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
害
虫

に
よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に

よ
っ
て
は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
全
町
的
に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排

水
な
ど
の
農
地
基
盤
整
備
対
策
に
よ

り
、
安
定
的
な
収
量
確
保
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
農
作
業
事
故
の

注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
関
係
機
関
等
を

通
し
て
指
導
を
徹
底
さ
れ
た
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

農作物作況調査の様子

８
月
25
日
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
相
澤
昌
幸
委
員
長
）
は
、「
農
作
物
の
作

況
に
つ
い
て
」、
豊
頃
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
の
作
況
調
査
に
同
行
し
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会
︵
８
月
８
日
︶

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
全
道
全
国
大
会
参
加
派
遣
補
助
金
の

増
額
な
ど
、
９
４
７
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
45
億
４
千
４
０
０
万
円
と

す
る
補
正
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

▼
平
成
29
年
度
医
療
施
設
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
豊
頃
医
院
運
営
費
補
助
金
を
１
６
２

万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
億
３
千

５
４
２
万
円
と
す
る
補
正
。
原
案
の
と

お
り
可
決
。

▼
物
品
の
取
得

　
内
水
対
策
排
水
ポ
ン
プ
設
備
１
式
を

購
入
。
金
額
は
４
千
４
２
８
万
円
。
納

入
期
限
は
平
成
30
年
３
月
15
日
。
原
案

の
と
お
り
可
決
。

議
会
コ
ラ
ム

　
政
務
活
動
費
っ
て
な
に
？

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
が
調
査

研
究
等
を
行
う
経
費
と
し
て
、
議

員
報
酬
と
は
別
に
交
付
で
き
る
と

法
律
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
交
付

の
有
無
、
交
付
金
額
、
対
象
経
費

は
各
議
会
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
議
会
で
は
、
政
務

活
動
費
を
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

会議の詳細は会議録で

　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

〔
8
月
〕

８
日
　
第
５
回
臨
時
会

22
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会 

～
札
幌
市

25
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
農
作
物
作
況
調
査
）

〔
9
月
〕

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
相
馬
市
議
会
副
議
長
、
滑
川
市
議

　
　
　
会
副
議
長
等
来
町

13
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　 

（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

19
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　 

（
平
成
28
年
度
決
算
認
定
）

20
日
　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　 

（
一
般
質
問
、
そ
の
他
）

〔
10
月
〕

27
日
　
札
幌
豊
頃
会
　
　
　
　
～
札
幌
市

◎
今
後
の
予
定

〔
11
月
〕

４
日
　
東
京
豊
頃
会
　
　
　
　
～
東
京
都

７
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員

　
　
　
研
修
会 

～
更
別
村

22
日
　
全
国
議
長
大
会
　
　
　
～
東
京
都

〔
12
月
〕

12
日
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

 

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

21
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

 

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

議
会
広
報
研
修
会
参
加

　
８
月
22
日
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
を
担
当
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
道
か
ら
議
員
が
参
加
し
、
エ
デ
ィ

タ
ー
・
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト
の
吉
村 

潔

氏
を
講
師
に
「
議
会
が
も
っ
と
身
近
に

な
る
広
報
紙
づ
く
り
へ
」
先
着
10
町
村

の
広
報
紙
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用

し
、
良
い
所
、
必
要
の
な
い
所
、
も
う

少
し
ア
ピ
ー
ル
す
る
所
等
を
診
断
し
ま

し
た
。

　
住
民
が
読
み
た
く
な
る
議
会
広
報
と

す
る
た
め
の
基
本
や
編
集
技
術
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で

あ
る
福
島
県
相
馬
市
か
ら
荒
秀
一
副
議

長
、
佐
藤
栄
喜
生
涯
学
習
部
長
、
高
橋

裕
宗
議
会
事
務
局
次
長
、
三
瓶
雅
之
秘

書
係
長
が
、
富
山
県
滑
川
市
か
ら
石
川

忠
志
副
市
長
、
古
沢
利
之
副
議
長
、
長

崎
一
敬
商
工
水
産
課
主
幹
、
川
口
健
太

郎
議
会
事
務
局
主
任
が
来
町
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
町
し
た

皆
様
は
、
と
よ
こ
ろ
産
業
ま
つ
り
に
参

加
さ
れ
た
の
ち
、
本
町
議
員
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

北海道町村議会議長会主催広報研修会

産業まつりに参加する石川副市長、古沢副議長、
荒副議長、佐藤部長（左から２人目から）

意　見　書
①　適正な地方財政計画の策定を求める意見書

②　道教委「新たな高校教育に関する指針」を抜本的に見直しすべて

の子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求める意見書

③　教職員の長時間労働是正を求める意見書

④　林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書

①～③は総務文教常任委員会（中村純也委員長）、④は産業厚生常任委

員会（相澤昌幸委員長）にて審議のうえ提案説明され、原案のとおり可

決し、関係省庁に提出されました。

副
議
長
来
町

相
馬
市
議
会

滑
川
市
議
会

抗議決議

北朝鮮のミサイル
発射及び核実験に
断固抗議する決議

大崎英樹議員から提案

説明され、原案のとお

り可決されました。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
意
見
書
▽
議
会
広
報
研
修
会
参
加 

ほ
か

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
③
▽
議
会
コ
ラ
ム 

ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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INFORMATION

募
集
種
目
▽
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

募
集
資
格
▽
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
▽
年
間
を
通
じ
受
付

試
験
日
▽
平
成
29
年
11
月
19
日
（
予
定
）

▽
平
成
29
年
12
月
10
日
（
予
定
）

入
隊
時
期
▽
平
成
30
年
３
月
下
旬
予
定

▽
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所（
帯
広
市
西
５

条
南
14
丁
目
Ｎ
Ｃ
サ
ウ
ス
ビ
ル
）☎

０
１
５
５（
23
）

８
７
１
８

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro/

obihiropco.tokachi@
rct.gsdf.

m
od.go.jp

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す

募
集
種
目
▽
高
等
工
科
学
校
生

募
集
資
格
▽
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

入
校
時
期
▽
平
成
30
年
４
月
上
旬
予
定

推
薦
試
験

一
般
試
験

試験日
平
成
30
年
１
月
６
日
〜

８
日
の
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
１
月
20
日

受付期間

平
成
29
年
11
月
１
日

～

平
成
29
年
12
月
１
日

平
成
29
年
11
月
１
日

～

平
成
30
年
１
月
９
日

▽
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所
（
帯
広
市
西

５
条
南
14
丁
目
Ｎ
Ｃ
サ
ウ
ス
ビ
ル
）
☎

０
１
５
５

（
23
）
８
７
１
８

http://www.mod.go.jp/pco/
obihiro/

obihiropco.tokachi@
rct.gsdf.

mod.go.jp

☎
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
０
６
３
７
９
２

第
７
回
会
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
交
流

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
通
じ
て
、
楽
し
く
交
流
し

ま
せ
ん
か
？
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

12
月
17
日
（
日
）
13
時
～
13
時
15
分
集
合

（
時
間
厳
守
）

総
合
体
育
館

募
集
チ
ー
ム
▽
今
年
度
の
大
会
は
ペ
ア
で
の
参

加
と
し
、抽
選
は
協
会
で
行
い
ま
す
。（
１
人
で

の
参
加
も
可
能
で
す
）

募
集
期
間
▽
12
月
１
日（
金
）厳
守

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
総
合
体
育
館
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
合
体
育
館
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
事
務
局
（
高
橋
智
紀
）

☎
０
９
０
‐
２
０
５
３
‐
５
２
４
７

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
！

12
月
16
日（
土
）受
付
８
時
30
分

監
督
会
議
：
８
時
45
分　

競
技
開
始
：
９
時

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

小
学
生
以
上
の
町
民
お
よ
び
町
内
で
勤
務

さ
れ
て
い
る
方

１
０
０
円（
保
険
料
等
）※
当
日
受
付
し
ま
す

種
目
▽
小
学
生
低
学
年
の
部（
１
年
～
３
年
）、

小
学
生
高
学
年
の
部
、
（
４
年
～
６
年
）
、

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

チ
ー
ム
編
成
▽
１
チ
ー
ム
５
名
以
上
10
名
以
内

競
技
方
法
▽
リ
ー
グ
戦
お
よ
び
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
（
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
各
チ
ー
ム
ご
と

に
総
合
体
育
館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
合
体
育
館
☎

（
574
）２
４
８
０
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

豊
頃
町
歯
科
診
療
所
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　

豊
頃
町
歯
科
診
療
所
で
は
職
員
を
１
名
募

集
し
ま
す
。
洗
い
物
や
掃
除
が
主
な
仕
事
で

す
の
で
未
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

︻
勤
務
時
間
︼　

８
時
30
分
～
18
時

︻
昼
休
み
︼　

12
時
～
13
時
30
分

　

な
お
、
面
接
日
は
応
募
さ
れ
た
方
と
電
話

等
で
打
合
せ
の
う
え
決
定
い
た
し
ま
す
。

豊
頃
町
歯
科
診
療
所
☎
（
574
）
２
５
３
１

赤
ち
ゃ
ん
広
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

  

乳
児
（
１
歳
６
か
月
未
満
）
を
持
つ
親
子
が

安
心
し
て
遊
べ
、
お
母
さ
ん
同
士
が
子
育
て
に

つ
い
て
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
広
場
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

11
月
22
日
（
水
）
10
時
～
12
時

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
と
よ
こ
ろ

１
歳
６
か
月
未
満
児
（
平
成
27
年
５
月
1

日
以
降
生
）
の
親
子
お
よ
び
妊
娠
中
の
方

※
未
就
学
児
の
兄
弟
姉
妹
同
伴
は
か
ま
い
ま
せ

ん
。
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
別
室
で
託
児
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

内
容
▽
自
由
遊
び
、
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ
、
手
遊
び

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
と
よ
こ
ろ
☎（
574
）３
９
３
１

わ
ん
ぱ
く
広
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
同
士
や
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
育
児
に
関
す
る
相
談
に

も
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10
時
～
12
時

日　程 場　所 内　容 備　考
11月2日
（木） 保健センター 発育測定、自由遊び

離乳食試食（11:00 ～） 母子手帳をお持ちください。

11月9日
（木） こどもプラザとよころ 自由遊び たっぷりと自由遊びを楽しみましょう。

11月16日
（木） こどもプラザとよころ

リフレッシュ講座
「バスボム作り」アロマテラピー
サロン プチココン（磯田絵里さ
ん）アロマオイル入りバスボム
作りをします。

お風呂に入れるとシュワシュワ溶け
る入浴剤が簡単に作れます。
※参加費無料
※託児をしますので、お気軽に参
加ください。

申し込み締切
11 月６日（月）まで

11月30日
（木） こどもプラザとよころ 自由遊び

クリスマス飾り製作 たっぷりと自由遊びを楽しみましょう。

12月7日
（木） 保健センター 発育測定、自由遊び

離乳食試食（11:00 ～） 母子手帳をお持ちください

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
と
よ
こ
ろ
☎
（
574
）
３
９
３
1

自
衛
官
募
集

広
報
と
よ
こ
ろ

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
募
集
▽
子
育
て

広
報
と
よ
こ
ろ

社
協
だ
よ
り

▽
目
次
▽
主
な
施
設
の
行
事
予
定

役
場
だ
よ
り

INFORMATION　FROM　豊頃町　2017ホームページ http://www.toyokoro.jp/

役場だより 11月
＝日時　 ＝会場　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用　 ＝申込み　 ＝問合せ
＝電話　 ＝ファックス　 ＝ E メール　 ＝ホームページ

役場だより
－ 見 方 －

■える夢館内 教育課社会教育係　 （579）5801　   （579）5803

開催日 行　事　名 会　　場 内　　　容
11 月3 日（金）第 47 回豊頃町文化祭 はるにれホール 10：30 ～
11月13日（月）豊寿大学 はるにれホールほか 10：０0 ～１４：１０　クラブ活動

11月26日（日）「豊頃町ＰＴＡ連合会研究大会」並び
に「とよころ町づくり講演会」 はるにれホール 13：20 ～

■はるにれ通りギャラリー（える夢館内） 教育課社会教育係　 （579）5801　  （579）5803

開催日 事業名 内　　　容
11 月9 日（木）～
11 月17 日（金）

平成29年度「いじめ・ネットトラブル根絶！メッセー
ジコンクール」巡回展

本町中学生の入賞作品も展示されています。
ぜひご覧ください。

～ 12 月4 日（月） 文化祭作品展 写真・アメリカンフラワー・絵画・陶芸・俳句・
習字など日頃の活動の成果を展示します。

■総合体育館 総合体育館　  （579）2480　 教育課体育振興係　 （579）5801  （579）5803

月日・期間 対象施設 事　　由 備　　　考
11 月 2 日（木） アリーナ B 団体使用 9：30 ～ 12：00
11 月 2 日（木） アリーナ A 団体使用 9：30 ～ 12：00
11 月 24 日（金） 全館 夜間休館日 祝日の振替（17：00 ～ 21：00）
○休館日について～祝日の翌日は、夜間休館（17：00 ～）となります。
○毎週月曜日の開館時間について、9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00 の時間い限り使用できます。
○月例行事予定の詳細は、総合体育館１階ロビーに掲示していますので、詳細についてはお問合せください。
○体育館をご利用の際は、上靴をご持参ください。
○アリーナ及び小体育館使用後はモップで清掃してお帰りください。

●募　集 
P35　自衛官募集
P35　陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集します
P35　第 7 回会長杯ミニバレー交流大会参加チーム募集
P35　フットサル大会を開催します！
P35　豊頃町歯科診療所職員募集のお知らせ
●子育て
P35 赤ちゃん広場においでください
P35 わんぱく広場においでください
P36 乳幼児・1 歳 6 か月児・3 歳児健診のお知らせ
●健　康
P36 愛の献血にご協力を！
●福　祉
P36 ひとり親家庭の無料法律相談会
P36 平成 29 年台風第18 号災害義援金の受付について
●生活・環境
P36　巡回交通事故相談
P37　11 月 11 日（土）から 20 日（月）冬の交通安全運動
P38 運転免許更新時講習
P38 消費者生活相談
P38　『とよころ消費生活塾』受講者募集
P38　特設人権相談所開設

P38 女性のための人権相談
●税　金
P38　平成 29 年分年末調整説明会について
●保健・年金
P39 「国民健康保険・後期高齢者医療保険」交通事故と健康保険
●その他
P39 工事のお知らせ
P40 下水道工事のお知らせ
P40 くらしのよろず無料相談会
P40 河川敷地内の樹木を活用しませんか？～樹木の採取希望者を募集します～
P40 土地や建物の登記はお済ですか？
P40 殺そ剤空中散布実施のお知らせ
P41 津波防災の日について
★ 告　知 ★
P37 第10 回特別弔慰金の申請はお済ですか
P37　11・12 月の保健のお知らせ
P39　11 月の『ほっとサロン』
P41 町有バス及びコミュニティバスの運行に係るJ アラート

（全国瞬時警報システム）発令時の対応について
P41　休日救急診療当番医について
P41　豊頃医院・歯科診療所『休診日のお知らせ』
P41　お誕生・おくやみ・寄附
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INFORMATION INFORMATION

乳
幼
児・
１
歳
６
か
月
児・
３
歳
児

健
診
の
お
知
ら
せ

11
月
14
日
（
火
）

保
健
セ
ン
タ
ー

無
料

内
容
▽
身
体
計
測
、
問
診
、
診
察
、
歯
科
健

診
、
各
種
相
談

内　容 受　付 対　象 持ち物

3・4 か月児

14:00 ～

平成29年6月13日～
平成29年8月14日生 ・母子手帳

・アンケート用紙
※新生児訪問時にお渡し
しています。

7・8 か月児 平成29年2月13日～
平成29年4月14日生

11・12か月児 平成28年10月13日～
平成28年12月14日生

1 歳 6 か月児 13:30 ～ 平成28年3月13日～
平成28年5月14日生

・母子手帳
・歯ブラシ
・当日の尿
・アンケート用紙
※対象児に郵送します。

3 歳児 13:00 ～ 平成26年9月13日～
平成26年11月14日生

※ご不明な点がありましたら、保健師までご相談ください。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（
574
）
３
１
４
１

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
！

12
月
13
日
（
水
）

目標
人数

30 人

10 人

40 人

実施場所

豊頃農協前

セイコーマート
はせがわ
豊頃店前

役場前

受付
時間

10：00
～

11：30

12：00
～

12：30

14：00
～

16：00

血液検査項目

7 項目

15 項目

体　重

男性 45kg 以上

女性 40kg 以上

男女とも50kg 以上

年　齢

満 16 歳～ 69 歳

男性17 歳～69 歳
女性18歳から69歳

種　別

２００ｍｌ
献血

400ｍｌ
献血

※
65
歳
～
69
歳
の
方
は
60
歳
～
64
歳
の
間
に

献
血
し
た
こ
と
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
安
全
性
の
高
い
血
液
を
提
供
す
る
た
め

４
０
０
ml
献
血
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
２
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
数

が
多
い
と
き
は
、
２
０
０
ml
献
血
の
受
付
を

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

献
血
の
メ
リ
ッ
ト
▽
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
上
記
の
項
目
数
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
疾

病
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。
▽
献
血
に

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
公
共
ポ
イ
ン
ト
を

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
贈
呈
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（
574
）
３
1
４
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
無
料
法
律
相
談
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

が
、
養
育
費
の
取
り
決
め
や
離
婚
前
後
の
問

題
、
各
種
債
務
の
返
済
等
、
解
決
困
難
な
事

例
に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る
専
門
相
談
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）
13
時
～
15
時

帯
広
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
帯
広
市
公
園

東
町
３
丁
目
９
番
地
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

4
名
（
※
先
着
順
）

託
児
無
料
（
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

申
込
締
切
▽
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）ま
で

帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
帯
広
市
公
園
東
町

３
丁
目
９
番
地
１　

帯
広
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
）

☎
 ０
１
５
５
（
20
）
７
７
５
１

０
１
５
５
（
20
）
７
７
５
２

boshi@
obihiro-shakyo.jp

役
場
福
祉
課
福
祉
係
☎
（
574
）
２
２
１
４

平
成
29
年
台
風
第
18
号
災
害
義
援
金

の
受
付
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
及
び
共
同
募
金
会
で
は
、

台
風
第
18
号
災
害
の
被
災
者
の
生
活
支
援
を

図
る
た
め
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
▽
11
月
１
日（
水
）か
ら
12
月
28
日

（
木
）ま
で

受
付
・
問
合
せ
▽
日
赤
豊
頃
町
分
区
事
務

局（
福
祉
課
内
☎
（
574
）
２
２
１
４
▽
豊
頃

町
共
同
募
金
委
員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

（
574
）
３
１
４
３

巡
回
交
通
事
故
相
談

▽
11
月
８
日
、
12
月
６
日
、
１
月
10
日
、
２

月
７
日
、
３
月
７
日
▽
11
時
～
15
時

十
勝
総
合
振
興
局

十
勝
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

☎
０
１
５
５
（
26
）
９
２
４
９

※
相
談
の
受
け
付
け
は
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
電
話
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
北
海
道
交
通
事
故
相
談

所
（
☎
０
５
０‐３
５
３
３‐４
７
０
３
）
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
☎（
574
）２
２
１
３

11
月
11
日
︵
土
︶
か
ら
20
日
︵
月
︶

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

冬
期
は
夕
暮
れ
時
の
歩
行
者
（
特
に
高
齢

者
）
や
自
転
車
乗
用
中
の
人
を
見
逃
し
や
す

く
、
凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
も
多

発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

悲
惨
な
死
亡
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
路

面
状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
ゆ
と

り
あ
る
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
☎（
574
）２
２
１
３

こども
11 月の予定

■乳幼児健診（11/14）

○詳細は、Ｐ 36 をご覧ください。

■歯科健診・フッ化物塗布（11/29）

○詳細は、「ほけんふくしガイド（４月全戸

配布）」をご覧ください。

■予防接種
○ヒブ、小児肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混合、

ＢＣＧ、麻しん風しん 1 期、麻しん風し
ん 2 期、水痘、二種混合、日本脳炎

おとな
11・12 月の予定

■献血（12/13）

○詳細は、Ｐ 36 をご覧ください。

■子宮がん・乳がん検診（12/14）

　○申し込み受付中です。
　　詳細は「ほけんふくしガイド（4月全戸配
　　布）」をご覧ください。

■減脂（ヘルシー）教室
○詳細は、P21 をご覧ください。

対象者、時間・場所、料金などの詳細は、
４月配付の『ほけんガイド』をご覧ください。

保健センター　 （574）3141

11・12月の保健のお知らせ

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
生
活
・
環
境

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
子
育
て
▽
健
康
▽
福
祉
▽
生
活
・
環
境

役
場
だ
よ
り

第 10 回特別弔慰金の申請はお済みですか

　戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成 27 年４月１日において「恩
給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族
年金」などを受け取る方がいない場合、次の①から④までの順位の中
で、先順位にあたるご遺族お一人に、特別弔慰金が支給されます。
　ただし、支給対象遺族は戦没者などの死亡当時の遺族であること（生
まれていた）が要件となります。（※子については胎児も含まれます）
◆ 支給要件

① 平成 27 年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔
慰金の受給権者を取得した方

② 戦没者等の子
③ 戦没者等のア・父母、イ・孫、ウ・祖父母、エ・兄弟姉妹
　※ ア～エの順位は戦没者等の死亡当時、生計関係の有無などに

より入れ替わります。
④ ①～③以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪など）
　※ 戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有してい

た方に限ります。
◆ 給付内容

額面 25 万円（5 年償還の記名国債）
※５年償還の国債を5 年ごとに 2 回支給します。
※２回目の基準日は平成 32 年 4月 1日

◆ 請求期限
平成 30 年 4月 2日まで

役場福祉課福祉係☎（５７４）２２１４
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INFORMATION INFORMATION

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

11
月
は
、
豊
頃
町
で
は
講
習
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
次
回
の
講
習
予
定
は
、12
月
７
日（
木
）で
す
。

詳
細
▽
豊
頃
町
で
行
わ
れ
る
講
習
月
は
偶

数
月
▽
種
別
は「
優
良
」（
13
時
15
分
～
）、「
違

反
」（
14
時
～
）
の
み
▽
「
一
般
」
ま
た
は
「
初

回
」
を
受
講
さ
れ
る
方
は
、
池
田
会
場
等
で

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

公
安
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ
た
切
替
通
知

書
に
よ
り
、
池
田
警
察
署
で
切
替
手
続
き
を

終
了
さ
れ
た
方

■参考～町外実施会場
会　　場 日　　時

池田会場
（西部地域コミセン）

池田町字利別東町 12‐11
☎（579）2138

11 月 7 日（火）
12 月 5 日（火）

違反 10:00
優良 13:00
一般 13:40

初回 14:50（12 月のみ）
浦幌会場

（中央公民館）
浦幌町字桜町15番地5

☎（576）3095

11 月 10 日（金）
優良 13:30
違反 14:30

注）十勝池田警察署管内

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
☎（
574
）２
２
１
３

消
費
者
生
活
相
談

　

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
や
悪
質
な
訪
問

販
売
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
「
だ
ま
さ
れ
た
！
」「
な
ん
か
お
か
し
い
ぞ
？
」
と

気
づ
い
た
時
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日
（
水
）
11
時
30
分
～
14
時
30
分

役
場
１
階
会
議
室

相
談
員
▽
上
村
正
子
氏

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
☎（
574
）２
２
１
３

﹃
と
よ
こ
ろ
消
費
生
活
塾
﹄

受
講
者
募
集

高
額
な
振
り
込
め
詐
欺
や
商
品
の
不
適
切

な
表
示
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
中
、
消
費
生
活
の
分
野
に
関

し
て
、
必
要
な
基
礎
知
識
や
最
新
の
情
報
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
受
講
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日
（
水
）
14
時
50
分
～
16
時
20
分

※
毎
月
１
回
実
施
予
定

役
場
１
階
会
議
室

テ
ー
マ
▽
「
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
相
談
」

講
師
▽
上
村
正
子
氏

若
干
名

無
料

前
日
ま
で
に
役
場
住
民
課
生
活
環
境
係

（
☎
（
574
）
２
２
１
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
12
月
６
日
（
水
）、
テ
ー
マ
「
足
裏

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の
事
故
に
つ
い
て
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

本
町
に
お
い
て
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

12
月
７
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

役
場
１
階
会
議
室

相
談
員
▽
鳥
宮
慶
法
氏
▽
吉
村
進
氏
▽
津

久
井
淑
惠
氏

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
☎（
574
）２
２
１
３

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

︻
女
性
の
た
め
の
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
︼

　

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
釧
路
地
方

法
務
局
帯
広
支
局
及
び
帯
広
市
で
は
、
人
権

に
関
す
る
悩
み
事
や
困
り
事
に
つ
い
て
、
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
女
性

の
た
め
に
、「
女
性
の
た
め
の
人
権
な
ん
で

も
相
談
所
」を
定
期
的
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に

お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
や
男
女
差
別
、
離
婚
や
相

続
に
関
す
る
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は

一
度
相
談
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

相
談
は
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
を
中
心
に

無
料
で
お
受
け
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

11
月
16
日
（
木
）

受
付
時
間
▽
13
時
～
15
時
30
分

と
か
ち
プ
ラ
ザ　

1
階
大
集
会
室
（
帯
広

市
西
4
条
南
13
丁
目
1
）

※
当
日
の
相
談
は
女
性
の
方
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

竹
内

▽
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局　

林

☎
０
１
５
５
（
24
）
５
８
５
３

︻
全
国
一
斉
﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂

強
化
週
間
︼▽

11
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）

受
付
時
間

▽
平
日
（
13
日
～
17
日
）
８
時
30
分
～
19
時

▽
土
日
（
18
日
～
19
日
）
10
時
～
17
時

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
担
当
者
▽
釧
路
地
方
法
務
局
職
員
、
釧
路

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

主
催
▽
法
務
省
人
権
擁
護
局
、
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

実
施
機
関
▽
釧
路
地
方
法
務
局
、
釧
路
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

釧
路
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課　

太
田
☎
０
１
５
４
（
31
）
５
０
１
４

平
成
29
年
分

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
の
委
託
業
者
か
ら
、
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
直
接
関
係
書
類
等
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
当
日
は
郵
送
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
関
係
書
類
が

郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
数
量
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
当
日
会
場
で
補

充
願
い
ま
す
。

▽
11
月
15
日
（
水
）
10
時
～
12
時
▽
受
付

９
時
30
分
～

え
る
夢
館 

２
階 

視
聴
覚
室

役
場
住
民
課
住
民
税
係
☎ （
574
）
２
２
１
３

﹃
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
﹄
交
通
事
故
と
健
康
保
険

　

交
通
事
故
の
よ
う
に
他
人
（
第
三
者
）
か

ら
被
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
治
療
に
係
る

医
療
費
（
過
失
相
当
分
）
は
原
則
と
し
て
加

害
者
が
負
担
す
る
べ
き
費
用
で
す
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
話
し
合
い
や
賠
償
請
求
が

遅
れ
る
た
め
一
時
的
に
健
康
保
険
の
給
付
を

受
け
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
と
き
健
康
保
険
で
負
担
し
た
費
用

は
、
加
害
者
に
代
わ
り
一
時
立
て
替
え
て
い

る
状
況
に
な
る
の
で
、
後
日
加
害
者
へ
損
害

賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
等
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、人
身
事

故
と
し
て
加
害
者
の
氏
名
、連
絡
先
、車
の
ナ

ン
バ
ー
、免
許
証
、車
検
証
を
確
認
の
う
え
、

警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、す
ぐ
に

役
場
福
祉
課
へ
届
出
を
す
る
と
と
も
に
、後

遺
症
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、示
談
を

す
る
前
に
役
場
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
気
軽
に
治
療
費
を
受
け
取
る
な
ど

の
行
為
に
も
重
ね
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︻
届
出
に
必
要
な
も
の
︼

▽
交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）
▽

保
険
証
▽
印
鑑

︻
給
付
の
制
限
に
つ
い
て
︼

　

次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す
る
場
合
で

疾
病
に
か
か
っ
た
り
負
傷
し
た
場
合
は
、

保
険
給
付
を
制
限
し
ま
す
。

①
故
意
の
犯
罪
行
為
等
に
よ
る
も
の

②
け
ん
か
闘
争
に
よ
る
も
の

③
泥
酔
に
よ
る
も
の

④
社
会
通
念
上
の
著
し
い
不
良
行
為

⑤
正
当
な
理
由
な
く
、
療
養
の
指
示
に
従

わ
な
い
場
合

役
場
福
祉
課
保
険
係
☎
（
574
）
２
２
１
4

工
事
の
お
知
ら
せ

①
町
道
幌
岡
第
３
幹
線
は
、
改
良
工
事
の
た
め
、

次
の
期
間
片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま
す
。

幌
岡

期
間
▽
平
成
30
年
2
月
23
日
（
金
）
ま
で

時
間
▽
終
日

②
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
駐
車
場
は
、
舗
装
工
事
の
た

め
、
工
事
中
は
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。

茂
岩

期
間
▽
平
成
29
年
12
月
20
日
（
水
）
ま
で

時
間
▽
終
日

③
大
津
幸
町
、
元
町
は
、
駐
車
場
整
備
工
事
の

た
め
、
次
の
期
間
工
事
中
と
な
り
ま
す
。

大
津
幸
町
、
大
津
元
町

期
間
▽
平
成
29
年
12
月
20
日
（
水
）
ま
で

時
間
▽
終
日

施
設
課
土
木
係
☎（
574
）２
２
１
５

社会福祉協議会　 （574）3143

各サロン利用料 100 円
※昼食提供やイベント時は増額の場合もあります

ほっとサロン茂岩
 11月8日（水）13:00～15:30

　 11月22日（水）13:00～15:30
 ひだまり交流館
ほっとサロン豊頃
 11月10日（金）  9:30～15:00
 豊頃コミセン

※9:30～10:30までは体操の時間です。
ほっとサロン大津
 11月のサロンはお休みです。

＜卓上サロン＞
 11月1日（水）10:00～16:00

　 11月15日（水）10:00～16:00
 福祉センター
＜お元気サロン＞
 11月24日（金）9:30～10:30
 豊頃コミセン

ほっとサロン末広
 11月13日（月）13:00～15:00
 末広近隣センター

＜コロコロキッチン＞  
 11月10日（金）18:00～20:00
 ひだまり交流館
 500円程度

みんなで夕食を作りましょう！
福祉活動拠点施設ひだまり交流館

月曜日～土曜日（祝日も開設）
10:00 ～ 17:30
トヨッピーコミカフェ 10:30 ～ 15:30
うたカラの日（カラオケ開放）毎週月曜日
10:00 ～ 12:00

社会福祉協議会　 （574）3143●各サロン【公共ポイント対象事業】です

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
保
険
・
年
金
▽
そ
の
他

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
生
活
・
環
境
▽
税
金

役
場
だ
よ
り

月 の

ほっとサロン茂岩
11 ほっとサロン



41 役場だより
Nov‐2017 40役場だより

Nov‐2017
【 見 方 ② 】

＝電話　 ＝ファックス　 ＝ E メール　 ＝ホームページ
【 見 方 ① 】
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INFORMATION INFORMATION

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
施
設
電
気
改
築
更
新
工
事
に
伴
い
、

中
央
若
葉
町
の
豊
頃
町
農
業
協
同
組
合
付
近

の
交
差
点
部
（
町
道
育
素
多
45
号
線
）
町
道

を
、
電
線
管
布
設
の
た
め
、
片
側
交
互
通
行
、

場
合
に
よ
り
一
時
通
行
止
め
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
若
葉
町

期
間
▽
平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）
～
13
日

（
月
）
の
３
日
間
を
予
定
▽
時
間
▽
終
日

工事箇所

施
設
課
下
水
道
係
☎（
574
）２
２
１
５

く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会

　

各
部
門
の
専
門
家
が
、
多
種
多
様
の
相
談

に
応
じ
る
「
く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
」

（
く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

遺
産
相
続
に
関
す
る
こ
と
、
相
続
税
の
仕

組
み
、
土
地
境
界
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

幅
広
い
内
容
に
対
応
し
、
複
数
分
野
に
ま
た
が

る
相
談
も
各
専
門
家
が
協
力
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
11
月
19
日
（
日
）
10
時
～
14
時

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室
（
帯
広
市

西
４
条
南
13
丁
目
１
番
地
）

帯
広
商
工
会
議
所
☎
０
１
５
５（
25
）７
１
２
１

河
川
敷
地
内
の
樹
木
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

～
樹
木
の
採
取
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
～

　

帯
広
開
発
建
設
部
池
田
河
川
事
務
所
で
は
、

資
源
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
十
勝
川
の

河
川
敷
地
内
の
樹
木
採
取
を
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
や
団
体
、
住
民
を
広
く
募
集
し
「
公

募
型
樹
木
等
伐
採
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

試
行
し
ま
す
。
採
取
し
た
樹
木
等
は
、
自
家

消
費
な
ど
の
制
約
は
な
く
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や

チ
ッ
プ
原
材
料
と
し
て
の
活
用
、
樹
木
加
工
・

販
売
な
ど
の
営
利
目
的
の
使
用
な
ど
、
採
取

者
の
判
断
で
利
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伐
採
期
間
▽
平
成
29
年
10
月
３
日
（
火
）
～

平
成
30
年
4
月
27
日
（
金
）

伐
採
場
所
▽
豊
頃
町
旅
古
来
地
区
・
浦
幌
町

愛
牛
地
区
の
河
川
敷

申
込
期
限
▽
平
成
30
年
３
月
23
日
（
金
）
▽

申
込
方
法
▽
応
募
様
式
を
帯
広
開
発
建
設
部

池
田
河
川
事
務
所
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
。

住
所
等
▽
〒
０
８
３‐０
０
３
２
中
川
郡
池
田
町

字
利
別
東
町

０
１
５（
572
）２
６
６
１（
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

０
１
５（
572
）４
４
７
５

応
募
資
格
等
帯
広
開
発
建
設
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
参
加
者
募
集
要
項
（
募

集
要
項
の
ほ
か
、
参
加
申
込
書
、
詳
細
図
面

も
掲
載
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.hkd.m

lit.go.jp/release/
rfqnf000000008wk-att/fns6al000000c7u1.pdf

※
応
募
要
項
、
応
募
様
式
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

池
田
河
川
事
務
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

池
田
河
川
事
務
所
で
は
、
昨
年
の
洪
水
に

よ
り
発
生
し
た
流
木
の
無
償
提
供
も
行
っ
て

い
ま
す
。こ
ち
ら
も
現
在
公
募
中
で
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
池
田
河
川
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

帯
広
開
発
建
設
部
池
田
河
川
事
務
所
維
持

補
修
係
☎
０
１
５
（
572
）
２
６
６
１

土
地
や
建
物
の
登
記
は
お
済
で

す
か
？

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る「
不
動
産
登
記
」

は
、
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地
や
建
物
の
状
態

（
所
在
、
面
積
な
ど
）、
所
有
者
や
債
権
者
の

住
所
氏
名
な
ど
を
記
録
し
、
一
般
に
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
ま
す
が
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死

亡
し
た
と
き
や
建
物
を
増
築
し
た
と
き
な
ど
に

は
、
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
登
記
記
録
の

内
容
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

登
記
手
続
き
は
ご
自
身
で
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
所
有
者
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
、
登

記
の
申
請
を
代
理
し
て
行
う
専
門
家
と
し
て
、

「
司
法
書
士
」「
土
地
家
屋
調
査
士
」
が
い
ま
す
。

　

司
法
書
士
は
所
有
権
の
移
転
や
抵
当
権
の
抹

消
な
ど
に
関
す
る
登
記
の
申
請
代
理
を
、
土
地

家
屋
調
査
士
は
建
物
の
新
築
や
土
地
の
分
筆
な

ど
に
関
す
る
登
記
の
申
請
代
理
を
行
い
ま
す
。

　

登
記
手
続
に
つい
て
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
法
務
局
又
は
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
釧
路
地
方
法
務
局
本
局
☎
０
１
５
４

（
31
）
５
０
２
０
▽
釧
路
地
方
法
務
局

帯
広
支
局
☎
０
１
５
５
（
24
）
５
８
３
７

houm
ukyoku.m

oj.go.jp/kushiro/index.
htm

l

▽
釧
路
司
法
書
士
会
☎
０
１
５
４
（
41
）

８
３
３
２
▽

kushiro-s.jpn.org

▽
釧
路
土
地

家
屋
調
査
士
会
☎
０
１
５
４
（
41
）
３
４
６
３
▽

w
w

w
.kushiro-chosashi.jp/index.htm

l

殺
そ
剤
空
中
散
布
実
施
の
お
知
ら
せ

森
林
に
食
害
を
及
ぼ
す
野
ね
ず
み
の
駆
除

を
目
的
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
殺

そ
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

散
布
日
時
▽
11
月
1
日（
水
）か
ら
11
月
10
日（
金
）

ま
で
の
う
ち
３
日
間
。
時
間
は
お
お
む
ね
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
※
天
候
等
に
よ
り

日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

散
布
区
域
▽
豊
頃
町
一
円
（
針
葉
樹
：
１
年

生
～
25
年
生
）
▽
面
積
＝
１
６
８
０
ha

殺
そ
剤
▽
リ
ン
化
亜
鉛
１
％
粒
剤
で
、
農
薬
取
締
法
に

よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
農
薬
▽
散
布
量
＝
１
３
４
４
kg

実
施
者
▽
豊
頃
町
▽
十
勝
広
域
森
林
組
合
豊

頃
事
業
所
▽
北
海
道
ニッ
タ
（
株
）
▽
十
勝
総

合
振
興
局
森
林
室

▽
役
場
産
業
課
林
政
係
☎（
574
）２
２
１
７
▽
十

勝
広
域
森
林
組
合
豊
頃
事
業
所
☎（
574
）２
１
２
６

▽
北
海
道
ニ
ッ
タ（
株
）☎
０
１
５
５
（
54
）２
２
０
６

▽
十
勝
総
合
振
興
局
森
林
室
☎（
576
）２
１
６
５

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
そ
の
他

役
場
だ
よ
り

津
波
防
災
の
日
に
つ
い
て

　

毎
年
11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」
で

す
。
こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を

受
け
、
国
民
の
津
波
対
策
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
た
め
、
平
成
23
年
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
か
ら
約
１
６
０
年
前
の
11
月
５
日

に
発
生
し
た
安
政
南
海
地
震
で
現
在
の
和
歌

山
県
を
津
波
が
襲
っ
た
と
き
、
住
民
の
一
人

が
稲
む
ら
に
火
を
つ
け
て
村
人
を
避
難
誘
導

し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

突
然
や
っ
て
く
る
地
震
・
津
波
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
備
え
を
し
っ

か
り
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
「
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
と
き
の
集
ま
る
場
所
や
連
絡
の
方
法
」「
自

治
体
が
指
定
し
て
い
る
避
難
場
所
・
施
設
」「
災

害
時
に
持
ち
出
す
家
の
大
切
な
も
の
」
な
ど

を
家
族
全
員
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

池
田
警
察
署
☎
０
１
５
（
572
）
０
１
１
０

■お誕生（ 9 月 20日～ 10 月 19日届出分）

名　　前 性別 親 住　　所

遠
え ん ど う

藤 維
ゆ い と

人 く 
　ん 男 亘・麻美 茂岩栄町

豊
と よ さ か

榮 花
は な

奈 ちゃ
ん 女 良幸・葉月 豊頃南町

■おくやみ（ 9 月 20日～ 10 月 19日届出分）

名　　前 年齢 死亡年月日 住　　所
内海 利惠子 さ

ん 85歳 29. 9.30 茂　　岩

鳴海 　　傳 さ
ん 65歳 29.10.17 豊頃南町

■寄附
住　　所 名　　前 目　　的

【町寄附分】
大 阪 府 森 㟢 重 則 様 ふるさと振興のため

幕 別 町 内 海 政 敏 様 ふるさと振興のため
【社会福祉協議会寄附分】

とよころ産業まつり実行委員会 様 社会福祉増進のため

茂岩本町 濱 口 進 開 様 社会福祉増進のため

ECO！エコ！もったいない運動 様 廃品回収の換金分を社会福祉増進のため

休日救急診療当番医について

　当番医制度は、あくまでも「急病患
者さん」のためのものです。いわゆる

「夜間診療所」という意味での当番医
制度ではありません。

～急病についての問合せ先～
◆発熱や腹痛などの初期救急が必要
なとき、受診できる医療機関をお知ら
せします。

【帯広市急病テレホンセンター】
0155‐26‐1099（フリーダイヤル）

▽年中無休・24 時間対応
【北海道救急医療情報案内センター】

0120‐20‐8699（フリーダイヤル）
011‐221‐8699（携帯電話 /PHS）
http://www.qq.pref.hokkaido.jp/

▽年中無休・24 時間対応
豊頃消防署 （574）2310

豊頃医院・歯科診療所
『休診日のお知らせ』

●豊頃医院
日曜祝日、金曜日午後（第 2・第 4）、土
曜日（第 2・第 4）は、休診日です。
11月は10日、24日の午後、及び11日、25日
が休診日です。

●歯科診療所
日曜祝日、土曜日（第 2・第 4）は、休診
日です。
11月は11日、25日が休診日です。また、
16日午後が臨時休診日になります。
夜間診療日（毎週水曜日）※事前予約
が必要になります。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

▽
そ
の
他
▽
お
誕
生
・
お
く
や
み
・
寄
附

町有バス及びコミュニティバスの運行に係る
J アラート（全国瞬時警報システム）発令時
の対応について

　町では、弾道ミサイル情報や緊急地震速報など政府から伝達
される J アラート（全国瞬時警報システム）により緊急情報を
受信した場合、乗客の安全確保を最優先として、次のとおり対
応します。
　ご不便・ご迷惑をおかけいたしますがご理解とご協力をお願
いいたします。

J アラートが発令された場合

○運行前に J アラートが発令された場合は、政府からの情報に
より、安全が確保されるまでは運行を見合わせます。

○運行中については、ただちに安全が確保できる場所に停車し、
政府情報により安全が確認されてから運行を再開します。

○運行状況の確認は、町有バスについては住民課生活環境係（☎
（574）2213）または町有バス運行状況案内専用ダイヤル（☎

080-6065-7693）に、コミュニティバスについては住民課生
活環境係（☎（574）2213）にお尋ねください。

○ J アラートの発令により、列車等の接続時間に間に合わない
場合がありますので、予めご了承ください。

問い合わせ　住民課生活環境係　☎（574）2213



「
と
よ
こ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
切
り
取
っ
て
お
貼
り
い
た
だ
け
る
よ
う
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

△

11月とよころ　ＣＡＬＥＮＤＡＲ ２０１７  NOVEMBER
豊頃町ホームページ　行事予定 http://www.toyokoro.jp/

日 月 火 水 木 金 土
２９	 ３０	 ３１	 １１/１	 先負

卓上サロン
10：00〔福〕	 P39

消費者生活相談
11：30〔役〕	 P38

とよころ消費生活塾
14：50〔役〕	 P38

２	 仏滅

わんぱく広場
10：00〔保〕	 P35

３	 大安

第４７回豊頃町文化祭
10：30〔え〕	 P34

４	 赤口

茂岩保育所保育発表会
9：00

５	 先勝６	 友引

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

わんぱく広場リフレッシュ
講座申込締切	 P35

	

７	 先負

とかち生活あんしんセン
ター生活・仕事相談会
12：30〔え〕	

８	 仏滅

ほっとサロン茂岩
13：00〔ひ〕	 P39

９	 大安

わんぱく広場
10：00〔こ〕	 P35

１０	 赤口

豊頃医院午後休診日

ほっとサロン豊頃
9：30〔豊〕	 P39

コロコロキッチン
18：00〔ひ〕	 P39

１１	 先勝

豊頃医院・歯科診療所休診日	　

１２	 友引

豊頃小学校学習発表会
8：30

１３	 先負

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

豊寿大学
10：00〔え〕	 P34

ほっとサロン末広
13：00〔末〕	 P39

１４	 仏滅

乳幼児、1歳 6か月児、3歳児健診
13：00〔保〕	 P36

１５	 大安

平成２９年分年末調整説明会
10：00〔え〕	 P38

１６	 赤口

歯科診療所午後休診日

わんぱく広場
10：00〔こ〕	 P35

	 　

１７	 先勝１８	 仏滅

１９	 大安２０	 赤口

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

減脂教室申込期限	P21

	

２１	 先勝２２	 友引

赤ちゃん広場
10：00〔こ〕	 P35

ほっとサロン茂岩
13：00〔ひ〕	 P39

２３	 先負

工作教室
10：00・14：00〔え〕	P22

２４	 仏滅

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

豊頃医院午後休診日

お元気サロン
9：30〔豊〕	 P39

２５	 大安

豊頃医院・歯科診療所休診日

２６	 赤口

「豊頃町ＰＴＡ連合会研
究大会」並びに「とよ
ころ町づくり講演会」
13：20〔え〕	 P16

２７	 先勝

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

２８	 友引

	

２９	 先負

歯科健診・フッ化物塗布
9：00〔保〕	 P37

３０	 仏滅

図書館休館日

わんぱく広場
10：00〔こ〕	 P35

フットサル大会申込
期限	 P35

１２/１	 大安
会長杯ミニバレー大
会申込期限	 P35

２	 赤口

３	 先勝

第14回大津港大漁まつり
10：00

４	 友引

える夢館・図書館休館日

総合体育館夜間休館日

５	 先負 	
	

	
	

	

勤労感謝の日

文化の日

公衆トイレの冬期間閉鎖について

公衆トイレは冬期間閉鎖しますので閉鎖中は近隣
の公共施設をご利用ください。

▽ 豊頃消防署横ポケットパーク公衆トイレ

▽ 大津観光トイレ

閉鎖期間
平成29年12月１日（金）～平成30年３月31日（土）

役場住民課生活環境係　☎（５７４）２２１３

施設凡例

〔役〕役場庁舎	 ☎ (574)2211
〔え〕える夢館	 ☎ (579)5801
〔こ〕こどもプラザとよころ	 ☎ (574)3931
〔保〕保健センター	 ☎ (574)3141
〔体〕総合体育館	 ☎ (574)2480

〔福〕福祉センター	 ☎ (574)3143
〔医〕豊頃医院	 ☎ (574)2020
〔豊〕豊頃コミュニティセンター	 ☎ (574)3358
〔大〕大津コミュニティセンター	 ☎ (575)2413
〔ひ〕ひだまり交流館	 ☎ (574)3143
〔末〕末広近隣コミュニティセンター

ヒグマに注意！
これからの時期はヒグマが冬眠に備えて食べ物を求めて
活発に活動します。今年度も町内で多数の目撃情報があ
りますので、ヒグマを目撃した場合や足跡等の痕跡を見
つけた場合は、直ちに役場産業課まで連絡してください。

注意事項
・音を出しながら行動・作業しましょう
・朝夕の薄暗い時には行動しないようにしましょう
・ヒグマのフンや足跡、食べた後を見つけたらすぐに引き

返しましょう
役場産業課林政係　☎（５７４）２２１７


